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薬剤師行動規範

昭和43年 8 月26日　薬剤師倫理規定制定

平成 9 年10月24日　薬剤師倫理規定改定

平成30年 1 月17日　薬剤師行動規範制定

　薬剤師は、国民の信託により、憲法及び法令に基づき、医療の担い手として、人権の中で

最も基本的な生命及び生存に関する権利を守る責務を担っている。この責務の根底には生命

への畏敬に基づく倫理が存在し、さらに、医薬品の創製から、供給、適正な使用及びその使

用状況の経過観察に至るまでの業務に関わる、確固たる薬（やく）の倫理が求められる。

　薬剤師が人々の信頼に応え、保健・医療の向上及び福祉の増進を通じて社会に対する責任

を全うするために、薬剤師と国民、医療・介護関係者及び社会との関係を明示し、ここに薬

剤師行動規範を制定する。

１．任務

　薬剤師は、個人の生命、尊厳及び権利を尊重し、医薬品の供給その他薬事衛生業務を適

切につかさどることによって、公衆衛生の向上及び増進に寄与し、もって人々の健康な生

活を確保するものとする。

２．最善努力義務

　薬剤師は、常に自らを律し、良心と他者及び社会への愛情をもって保健・医療の向上及

び福祉の増進に努め、人々の利益のため職能の最善を尽くす。

３．法令等の遵守

　薬剤師は、薬剤師法その他関連法令等を正しく理解するとともに、これらを遵守して職

務を遂行する。

４．品位及び信用の維持と向上

　薬剤師は、常に品位と信用を維持し、更に高めるように努め、その職務遂行にあたって、

これを損なう行為及び信義にもとる行為をしない。

５．守秘義務

　薬剤師は、職務上知り得た患者等の情報を適正に管理し、正当な理由なく漏洩し、又は

利用してはならない。

６．患者の自己決定権の尊重

　薬剤師は、患者の尊厳と自主性に敬意を払うことによって、その知る権利及び自己決定

の権利を尊重して、これを支援する。
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名護チャレンジRUN（20kmコース）に出場

してきました。以前は名護ハーフマラソン

でしたが昨年からコースもリニューアルし

て生まれ変わった大会です。このマラソン

の特徴は何といっても「坂」。名護ひんぷん

ガジュマルをスタートし、名護岳を越えて大

浦湾まで行き、折り返してくる山越えのコー

ス。スタート直後から上り坂に入り一気に標

高200mまで駆け上がります。ちなみにNAHAマ

ラソンは前半20kmの間に約120m上昇します

が、この大会はたった４kmの間に200mまで上

ります。折り返し地点は大浦湾なので、やっ

と登ったと思ったら一気に駆け下ります。折

り返しコースということは、、、そうです、ま

た上るんです。今乗り越えてきた200mをまた

上るんです。心が折れそうになりながらも隣

を走る？歩く？ランナーさんたちとも励ま

し合いながら足を進め、最後の下りは転げ降

りるような状態で、目標だった２時間をな

んとかクリアして１時間58分15秒でゴール。

難コースでしたが、終わってみればアップ

ダウンやトンネルなどコースに変化も多く、

楽しめた大会でした。お疲れ様でした！

（ハンバーグ）

わが中部地区の「薬タッチャーの会」の

宣伝をします。前回いつ参加したか全く覚

えてないほど、本当に久しぶりに中部地区

薬剤師会主催の研修会「薬タッチャーの会」

に参加した。コロナ禍あけの７月に第43回、

12月には第44回が開催されたが、研修会は

以前とは少し様子が変わっていた。開催場

所は中部地区の中頭病院・県立中部病院・

中部徳州会病院の三病院の持ち回りで、各

病院薬剤部の先生方が積極的に関わってく

ださっていた。日病薬の単位が取れるとい

うことで病薬の先生方の参加が多かったよ

うである。現地とWEBのハイブリッド開催で

WEBでの参加者は現地の参加者の倍以上いた

とのことである。勿論研修の中味も引き締

まった内容で、大変参考になる講義であっ

た。日病薬の単位については、第43回は現

地参加者のみ、第44回はWEB参加者も単位取

得が出来たとのこと。中部地区薬剤師会が

病薬の先生方と連携を取りながら活発に活

動していることは大変喜ばしいことである。

次回第45回は３月７日（木曜日）県立中部

病院で開催されますので、現地参加も歓迎、

WEB参加も歓迎ですので、是非大勢の先生方

にご参加頂けることをお待ちしております。

（ピアナ）
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７．差別の排除

　薬剤師は、人種、ジェンダー、職業、地位、思想・信条及び宗教等によって個人を差別

せず、職能倫理と科学的根拠に基づき公正に対応する。

８．生涯研鑽

　薬剤師は、生涯にわたり知識と技能の水準を維持及び向上するよう研鑽するとともに、

先人の業績に敬意を払い、また後進の育成に努める。

９．学術発展への寄与

　薬剤師は、研究や職能の実践を通じて、専門的知識、技術及び社会知の創生と進歩に尽

くし、薬学の発展に寄与する。

10．職能の基準の継続的な実践と向上

　薬剤師は、薬剤師が果たすべき業務の職能基準を科学的原則や社会制度に基づいて定め、

実践、管理、教育及び研究等を通じてその向上を図る。

11．多職種間の連携と協働

　薬剤師は、広範にわたる業務を担う薬剤師間の相互協調に努めるとともに、他の医療・

介護関係者等と連携、協働して社会に貢献する。

12．医薬品の品質、有効性及び安全性等の確保

　薬剤師は、医薬品の創製から、供給、適正な使用及びその使用状況の経過観察に至るま

で常に医薬品の品質、有効性及び安全性の確保に努め、また医薬品が適正に使用されるよ

う、患者等に正確かつ十分な情報提供及び指導を行う。

13．医療及び介護提供体制への貢献

　薬剤師は、予防、医療及び介護の各局面において、薬剤師の職能を十分に発揮し、地域

や社会が求める医療及び介護提供体制の適正な推進に貢献する。

14．国民の主体的な健康管理への支援

　薬剤師は、国民が自分自身の健康に責任を持ち、個人の意思又は判断のもとに健康を維

持、管理するセルフケアを積極的に支援する。

15．医療資源の公正な配分

　薬剤師は、利用可能な医療資源に限りがあることや公正性の原則を常に考慮し、個人及

び社会に最良の医療を提供する。

・表 紙

題字：豊
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うん

　 　「２０２４年初日の出」photo  by 鈴鹿 玲子（沖縄東邦株式会社）　撮影地：中城村新垣付近
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新年明けましておめでとうございます。皆

様におかれましては、新春を健やかにお迎え

のこととお慶び申し上げます。また、平素よ

り本会の事業にご理解とご協力を賜り厚くお

礼を申し上げます。

１月１日に発生した能登半島地震、１月２

日に羽田空港で起きた海上保安庁航空機と日

本航空旅客機の衝突事故でお亡くなりになら

れた方々に心よりお悔やみを申し上げますと

共に、被災された全ての方々、その関係者の

皆様に心よりお見舞いを申し上げます。

2019年、中国武漢市で発生した新型コロナ

ウイルス感染症は瞬く間に世界中に感染が広

がり、４年が経過しました。当初、未知のウ

イルスと言われる中で、薬局及び病院勤務の

薬剤師、また卸、行政、その他勤務の本会会

員の先生方をはじめ、多くの医療・福祉従事

者が一丸となり、さらには配送業者など医療

従事者以外の職種の皆様にもご協力をいただ

き、コロナ禍の様々な難局を乗り越えること

ができました。ここに改めて関係各位に感謝

申し上げます。昨年５月に感染症法上の類型

の変更により、行動制限がなくなってコロナ

禍前の生活に戻りつつある中、セルフメディ

ケーション、環境衛生に関する知識の提供な

ど、地域の薬局薬剤師、学校薬剤師の役割へ

の期待は益々高まってきています。

2024年度には、診療報酬と同時に、介護報

酬、障害福祉サービス等報酬の改定、いわゆ

る「トリプル改定」が行われます。「団塊の

世代」がすべて75歳以上の高齢者となる「2025

年問題」前年に行われることから、重要な改

定であり、“住み慣れた地域で、自分らしい

暮らしを可能な限り人生の最期まで続けるこ

とができるという地域包括ケアシステム”の

さらなる推進にも寄与するものになると考え

られます。

また2024年度は第８次医療計画のスタート

の年となります。沖縄県の第８次医療計画に

は、薬剤師確保事業、専門薬剤師育成事業の

ほか、新たに災害薬事コーディネーターの育

成等も記載されます。４月からスタートする

医師の働き方改革の中では、医師･薬剤師の

タスクシフトも明記され、より専門性の高い

薬剤師が求められています。これらに対応す

る薬剤師の育成には一定期間の研修等が必要

となり、薬局業務への影響も懸念されますが、

その趣旨にご理解を賜りますようお願い申し

上げます。

薬剤師職能に期待がかかる一方で、規制改

革推進会議では、薬剤師の対人業務強化のた

め「調剤業務の外部委託」「訪問看護ステー

ションへの薬剤配置」が協議されており、こ

うした動きからも目が離せません。

2024年の干支は“辰”です。特に今年は「新

しいことに挑戦して成功する。今まで準備し

てきたことが形になる」と云われる甲辰（き

のえたつ）の年。薬学部創設に期待したいと

ころです。

ところで５本爪の龍（たつ）は中国皇帝の

みが使える文様であることはご存じですか。

首里城の龍はすべて４本爪でした。形になっ

た龍に首里で会えるでしょうか。

結びに当たり、沖縄県薬剤師会会員の皆様

のますますのご活躍とご発展を祈念申し上げ

ますとともに、今後とも本会事業へのご理解

とご支援を賜りますようお願い申し上げ、新

年の挨拶とさせていただきます。
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新年のご挨拶
一般社団法人 沖縄県薬剤師会 会長

前 濱  朋 子



新年明けましておめでとうございます。沖

縄県薬剤師会会員の皆様におかれましては、

お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し

上げます。また、平素より本会の進める諸事

業に格別のご理解とご支援を賜っております

ことに、心より厚く御礼申し上げます。

さて、昨年は新型コロナウイルス感染症の

感染症法上の類型の変更により、多くの社会

活動が再開されました。しかし、感染症を完

全に制御できたわけではありません。これか

らは、国民一人一人が健康状態を自ら確認す

ることが不可欠で、地域住民のセルフケア／

セルフメディケーションへの積極的な支援

は、これまで以上に地域の薬剤師・薬局の重

要な役割となっています。

一方、国を挙げて医療ＤＸが進められてお

り、薬局・薬剤師にはオンライン資格確認や

電子処方箋への対応等が求められています。

皆様には何かとご負担をお掛けしております

が、薬剤師資格証の取得などに引き続きご協

力をお願いいたします。

また、令和６年度は、医療・介護報酬に加

えて障害福祉サービス等報酬を含むトリプル

改定が予定されています。公定価格で運用さ

れている医療保険では、昨今の物価高騰・賃

金上昇に対応できず、加えて６年連続の薬価

改定の甚大な影響と相まって、保険薬局は厳

しい経営状況が続いています。日本薬剤師会

では改定財源の確保と同時に、医科・調剤の

公平な配分を維持するため、関係各方面へ働

きかけを進めるとともに、長引く医薬品の供

給不足に対しても、厚生労働省と連携し、問

題の解決に向け引き続き積極的に関わってい

く所存です。

さらに、本年度は各都道府県で第８次医療

計画がスタートします。５疾病と新たに加

わった新興感染症を含む６事業、並びに在宅

医療の全てに薬剤師・薬局の役割が明記さ

れ、地域への医薬品の供給はすべからく薬剤

師が担うことが期待されています。これまで

大きな課題とされてきた薬剤師の確保につい

ても、各都道府県で取組みが進められるもの

と思います。

そして、規制改革推進会議は「対人業務の

充実」、「持続可能な在宅医療提供体制」、「デ

ジタル技術の有用性を踏まえた医薬品販売」

といった美辞麗句を並べ、「調剤業務の外部

委託」、「訪問看護ステーションへの薬剤配

置」、「コンビニでの医薬品販売」など、薬剤

師業務を根底から揺るがす理不尽な要求を繰

り返し主張しています。こうした動きに対し

ては、会員の皆様のご理解とご協力を得なが

ら、薬剤師職能の存在意義を踏まえて反対し

てまいります。

国が目標に掲げる「地域包括ケアシステム」

の構築時期まで１年あまりとなりました。超

高齢社会が本格化する2025年を目前にして、

如何に地域社会と共生していくかがこれから

の薬局・薬剤師にとって重要な課題と考えて

います。日本薬剤師会では、地域への医薬品

提供を担う薬剤師・薬局がその責任・役割を

果たせる環境づくりに向けて、覚悟と矜恃を

持って会務を進める所存です。

結びにあたり、沖縄県薬剤師会会員の皆様

方にとって実り多い一年となりますよう祈念

し、新年の挨拶といたします。
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新年の挨拶
公益社団法人 日本薬剤師会 会長

山 本  信 夫



新年を迎えるにあたり、ごあいさつ申し上

げます。

１月１日に発生した能登半島地震におい

て、お亡くなりになられた方々のご冥福をお

祈り申し上げますとともに、被災された皆さ

ま及び御家族の皆さまに、心よりお見舞い申

し上げます。また、多くの行方不明者がいらっ

しゃいますが、一刻も早く救助されることを

お祈りいたします。沖縄県としても、全国知

事会と連携して、支援してまいります。

沖縄県薬剤師会の皆さまにおかれまして

は、日頃から本県の薬務行政の推進に格別の

御支援と御協力をいただき、厚くお礼を申し

上げます。

世界的に猛威を振るった新型コロナウイル

ス感染症は、私たちの経済活動や日常生活に

深刻な影響を与えた中、昨年の５月に５類感

染症へと移行しました。これまで、薬剤師の

皆さまにおかれましては、抗原検査キット、

解熱鎮痛薬、コロナ治療薬等の供給、さらに

はワクチン接種への御協力等、多大な御尽力

をいただき、厚く感謝申し上げます。

さて、国においては、少子高齢化が加速す

る中、団塊ジュニア世代が高齢者となる2040

年を見据えて全世代型社会保障の構築を目指

した取組がされております。

こうした中で、可能な限り住み慣れた地域で、

自分らしい暮らしを人生の最後まで続けること

ができるよう、医療・介護・予防・住まい・生

活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシ

ステム」の構築が進められています。

その一翼を担う薬局・薬剤師は、服薬情報

の一元的・継続的把握とそれに基づく薬学的

管理・指導に加え、24時間対応・在宅対応や、

医療機関等との連携、薬物療法の専門家とし

て、その機能や職能を発揮していくことが期

待されています。

皆さまにおかれましては、日々の業務でご

多忙のことと思いますが、薬物療法の専門家

として患者さんや現場の視点を基に薬剤師の

新たな業務や役割等について、ご発信・ご提

案いただきたいと思います。

また、本県では薬剤師が慢性的に不足して

おり、薬剤師の確保が重要な課題となってい

るところです。そのため県では、「新・沖縄

21世紀ビジョン基本計画」及び「沖縄県薬剤

師確保のためのアクションプラン」に基づき、

県内での就業を目的とした奨学金の返還助成

や県内国公立大学への薬学部設置等の総合的

な薬剤師の確保・養成に取り組んでおります

ので、引き続き、皆さまの御協力をお願いい

たします。

近年、市販薬の過剰摂取（オーバードーズ）

や大麻グミ等の危険ドラッグの乱用が社会問

題となっております。

県は、薬物乱用防止対策として、沖縄県薬

剤師会、県警及び沖縄県薬物乱用防止協会等

の関係機関、関係団体と連携し、学校、地域

における薬物乱用防止講習会や薬物乱用防止

街頭キャンペーン、SNSや動画共有サービス

等を活用した普及啓発活動を実施していま

す。今後とも、本県の薬物乱用防止対策に一

層の御協力を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。

結びに、新春の門出にあたり、沖縄県薬剤

師会の限りない御発展と会員の皆さまの御健

勝と御活躍を祈念申し上げ、新年のあいさつ

といたします。
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新年のあいさつ
沖縄県保健医療部 部長

糸 数  公



謹んで新春のお慶びを申し上げます。

会員の皆様におかれましては、穏やかに新

たな年を迎えられたことと存じます。

昨年は新型コロナウイルス感染症の拡大防

止と必要な医療提供体制の確保が求められる

「特別な期間」を乗り越えた年となりました。

社会全体が公衆衛生の大切さを理解し協力し

あい、医療を現場で支える会員の皆様が感染

防止に注意を払いつつ新型コロナ対策の徹底

にご尽力され、地域の皆様の命とくらしを

守ってこられましたことに敬意と感謝を申し

上げます。

４月から第８次医療計画がスタートします。

地域医療を支える薬剤師が５疾病６事業お

よび在宅医療において、専門性を生かし職能

を遺憾なく発揮する大きなチャンスです。今

般の第８次では、人口減少・高齢化が進展し

ていることを念頭に置きつつ、医療ニーズの

質・量の変化に対応した必要な医療提供体制

を維持する観点で、いかに医療人材を確保で

きるかが重要になってまいります。人材の確

保・養成は一日にして成るものではありませ

んので、関係団体が一体となって各自治体の

薬務主管課と医務主管課と継続的に協働を続

け、地域医療を支える薬剤師の確保につなげ

てまいりましょう。

また、医療ＤＸの推進も求められておりま

す。昨年成立した令和５年度補正予算などを

活用しつつ、電子処方箋の機能拡充と活用が

進展することを願っております。

医薬品の供給不足に関しまして会員の皆様

にご負担とご心配をおかけしているところで

す。令和５年度補正予算において医療上必要

性の高い医薬品の増産支援などが行われ、年

末にとりまとめられた薬価改定の骨子におい

ても不採算品目への一定の対応がなされまし

たが、産業構造上の対応策を含め供給安定化

に向けて引き続き力を尽くしてまいります。

昨年10月から文部科学大臣政務官兼復興大

臣政務官を拝命し、「科学技術・学術」と「文化」

を担当しております。文部科学行政は薬学と

も関係が深い分野ですので、アカデミアや研

究機関などによる基礎研究を後押しし、創薬

やイノベーションの推進にも励んでまいりま

す。そして、これまで私が注力してきた薬剤

師や薬業などに関する課題と信念に基づく政

治活動についても変わらず続け、薬剤師の皆

様が夢や希望を持ち、それらを実現できる社

会づくりにつなげてまいります。

本年も変わらぬご指導をよろしくお願い申

し上げます。

会員の皆様にとりまして本年が実り多き一

年となりますことをお祈り申し上げ、年頭の

挨拶といたします。

それぞれの　　人等に会って　　聞く力

　　為すべき課題　　我が国家論

（2022年　詠み人　本田顕子）
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年頭のご挨拶
文部科学大臣政務官兼復興大臣政務官

参議院議員・薬剤師

本 田  顕 子



新年明けましておめでとうございます。会

員の皆様におかれましては、お健やかに輝か

しい新年を迎えられたことと、心よりお慶び

申し上げます。また、日頃より温かいご支援

を賜っておりますこと、この場をお借りいた

しまして、深く御礼を申し上げます。

昨年の通常国会の厚生労働委員会におい

て、医薬品の安定供給問題について関係者の

疲弊はピークに達しており、一刻も早い状況

の改善が必要であることを質疑の中で訴えま

した。その後、状況がさらに悪化したことを

受け、国会終了後も自民党本部における部会

や議連等を通して、また関係省庁等に対し、

現場の状況を伝えると共に、問題解決のため

の対策を取るよう訴え続けました。秋の臨時

国会の厚生労働委員会でも医薬品供給問題に

ついて言及し、政府に対してしっかりとした

支援をお願いすると共に、想定される今後の

状況に対して、後手に回らないよう要請しま

した。新しい年を迎えましても、医薬品の安

定供給等様々な問題に対して、引き続きしっ

かりと対応して参る所存です。

今後、電子処方箋の本格運用によって薬の

重複チェックが可能となり、マイナポータル

から収集される薬剤情報や特定健診情報等、

ネットワークを通じた様々な情報は拡大する

と思われます。薬剤師による細やかな患者情

報の収集と、患者さんに寄り添った服薬指導

にデジタル情報が加わり、薬物療法の質はさ

らに向上し、その先には、共に標準化された

電子カルテと調剤録の共有や、電子化された

トレーシングレポートの活用による、副作用

対策や医療の適正化が期待されます。

本年も薬剤師の未来に向けて、しっかりと

仕事をして参る所存です。引き続きご支援の

程、よろしくお願い申し上げます。

日本薬剤師連盟の先生方の益々のご活躍

と、会員の皆様にとって本年が素晴らしい一

年となりますよう祈念申し上げ、新年の挨拶

といたします。
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新年にあたって
参議院議員・薬剤師

神 谷  政 幸



新年明けましておめでとうございます。

光陰矢の如し、正に一年が経つのは早いも

ので、皆様に議席を与えて頂いてから二年余

が過ぎました。お陰様で、現在、国土交通省

副大臣として東奔西走の日々を送る毎日で

す。ご高承の通り、辰年を迎えた元日早々か

ら、能登半島でマグニチュード７超の地震が

発生、大きな被害をもたらし、多くの住民の

皆様が不自由な生活を余儀なくされていま

す。また、地震災害への救援物資を輸送する

活動に従事していた海上保安庁の固定翼機と

民間航空機が羽田空港で接触事故を起こし、

民航機に搭乗していた皆様は奇跡的に全員無

事に脱出されましたが、残念ながら海上保安

庁機の搭乗員は機長を除く５人が命を落とし

てしまいました。今般の震災ならびに事故の

犠牲になられた全ての皆様のご冥福を心より

お祈りいたします。

さて、ここ数年、国民はもとより医療関係

者を含め新型ウイルスに翻弄され、薬剤師の

皆様は医療の一角を担うという重責の下、不

眠不休で国民の命を守るため全力を尽くされ

た事と存じます。ここに、紙面をお借りして

衷心より感謝を申し上げます。

私は薬に関しては浅学菲才の身であります

が、明治時代初期には我が国には合成薬を作

る技術はなく、外国からの輸入に頼っていた

時期があったそうです。しかし、輸入薬の中

には粗悪品が多く、明治７年に政府が我が国

初の国立医薬品試験機関である司薬場（しや

くじょう）を設置した事を契機に、今日の日

本の薬業の発展に繋がったものと受け止めて

います。

この世に生を受けてから一度たりとも薬を

口にした事が無い人は皆無に等しく、薬は命

を保つために不可欠なものです。ただ、その

使用法を誤ると生命に係る側面を有している

事も確かで、そのため私達の健康維持や病の

治療に大きく関わっているのが「薬剤師」で

す。日頃、安心・安全に薬を服用できるのは、

「薬剤師」の皆様の蓄積された知見と日々の

研鑽のお蔭であり、県民の皆様には今一度認

識頂ければ幸いです。

医療に関連する「薬剤師」は、常に患者と

向き合わなければならない立場にあり、身近

で患者の心情に触れる機会が多いと存じま

す。係る環境を踏まえ、日本薬剤会から令和

５年９月に政策提言がなされた事は承知して

います。

その提言内容は、１、地域医薬品提供計画

（仮称）の策定に始まり７項目にわたるもの

で、熟読させて頂きました。いずれの項目も、

ひいては国民生活に直結する内容で、国政に

携わっている者として真摯に受け止め、貴会

の政策提言実現に向け汗を流さなければなら

ないと決意を新たにしています。

今年の干支は「辰」です。一般的に、辰年

は最も幸運で最も繫栄し、前例のない機会に

満ちていると言われています。また、創造性

と情熱を解き放ち、勇気と自信を持って夢を

追い求める年でもあると。 

末筆ながら、沖縄県薬剤師会並びに会員の

皆様には、ご健勝で辰年に相応しい飛躍を遂

げられますよう祈念申し上げ、新年のご挨拶

とさせて頂きます。

令和６年２月吉日

年頭ご挨拶
国土交通副大臣

衆議院議員

國 場  幸之助
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新年あけましておめでとうございます。

前濱会長をはじめ、沖縄県薬剤師会の皆様、

ご関係のすべての皆様におかれましては、お

健やかに新たな年を迎えられたことを心より

お慶び申し上げます。

旧年中は、貴会ならびに会員の皆様からひ

とかたならぬご支援ご協力を賜り、衷心より

感謝申し上げます。

まずはじめに「令和６年能登半島地震」で

亡くなられた方々に改めて御冥福をお祈り申

し上げ、全ての被災された方々に、心よりお

見舞いを申し上げます。

私も、元旦の地震発災直後から、厚生労働

副大臣として、東京の厚生労働省で、朝から

夜まで、現地とのやりとりも含めて対応に追

われています。

現在、能登半島の災害現場にはモバイル

ファーマシーが薬剤師の方々と一緒に活動中

のほか、避難先の健康管理に至るまで薬剤師

の皆さまの厳しい環境でのご尽力には頭が下

がります。沖縄からも様々な支援が必要とな

りますので、薬剤師会の先生方のご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。

また、沖縄では、薬剤師会の先生方のお力

を借りて県内での薬学部の新設へと運動が進

んでいます。課題はありますが、沖縄の将来

のために、薬剤師の皆さまの活動発展のため

に、これからもお力添えをよろしくお願い致

します。

私は厚生労働省に入って、我が国には創薬

力の強化が今ほど求められている時代はない

と痛感しています。創薬の新たな展開には沖

縄は適地です。ここでも薬剤師の先生方のご

活躍の機会が提供できると考え、厚生労働副

大臣として、この分野も取り組みを強化して

いますので、引き続きのご協力をお願い申し

上げます。

県民が必要とする医薬品を安心して、かつ

確実に入手できるよう、薬局の経営を安定さ

せるとともに、薬剤師の皆様の生活を安定さ

せ、ひいては、すべての県民に安全安心な生

活を届けることも、政治家の重要な責務の一

つと考えております。この責務をしっかりと

果たすことができるよう、私も、現場の実情

を十分に理解し、薬剤師の皆様のご意見やご

要望をしっかりと受け止め、皆様のご意向に

沿えるよう全力を尽くして職務にあたる所存

です。

皆様におかれましても、引き続き、県民の

健康を支えていただくとともに、県民の医療

福祉の向上のため、ご貢献いただきますよう

お願い申し上げます。

結びに、本年も変わらぬ御指導・御鞭撻を

賜りますようお願い申し上げますとともに、

沖縄県薬剤師会の益々のご発展と、前濱会長

はじめ役員の皆様、そして会員の皆様の一層

のご活躍とご健勝を心よりお祈り申し上げ、

新年のご挨拶とさせて頂きます。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

令和６年１月吉日
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ご 挨 拶
厚生労働副大臣

衆議院議員

宮 﨑  政 久



令和六年の新春を迎えるに当たり、前濱会

長はじめ、沖縄県薬剤師会の皆様に謹んで年

頭のご挨拶を申し上げます。

地域医療の担い手として、高い倫理観と職

能技術に基づく使命感をもって、薬事衛生業

務に取り組み、県内の公衆衛生の向上及び増

進に貢献され、また県民の健康で安心安全な

生活を確保することに常日頃からご尽力いた

だき、心から敬意を表する次第であります。

今年は、元日の能登地方を震源地とする能

登半島地震と２日に羽田空港で発生した航空

機事故と耳を疑うような大変な災害と事故が

発生しました。これまでに多数の人的被害、

建物倒壊、火災など、非常に大規模な被害が

確認されている状況です。被災地では、各医

療機関が多数の負傷者・患者に対応している

状況です。このような状況は長期化すること

が予想され、被災地の病院や避難所巡回の医

療チームでも薬剤師不足が生じることが予想

されます。被災地で調剤や避難所の環境衛生

業務などを担いながら、全国各地から医薬品

提供体制の確保にご尽力されている関係者の

皆様にあらためて感謝申し上げます。

また近年では、情報通信技術が進展する中

で、新型コロナウイルス感染症の影響により

オンラインを通じた社会活動が増加するとと

もに、ＯＴＣ医薬品の活用をはじめとするセ

ルフケア・セルフメディケーションの推進が

図られるなど、国民と医薬品を取り巻く状況

は大きく変化しています。

さらに、インターネットやＳＮＳ等により、

医薬品に関する様々な情報が容易に入手可能

となったことも背景に、一般用医薬品の濫用

等の安全性確保に関する課題が新たに生じて

きております。

このような状況の下、医薬品のリスクを踏

まえ、医薬品の安全かつ適正な使用を確保す

るとともに、医薬品の使用に当たり適切な情

報理解が必要であることについて、国民への

浸透を図るとともに、国民が薬剤師等から情

報提供を受け、相談しやすい環境を整備する

対策が必要であると考えております。

近年では、医療分野におけるデジタルトラ

ンスフォーメーション（ＤＸ）が進められて

おり、マイナポータル等を通じた各種医療情

報共有、電子処方箋やオンライン服薬指導、

電子お薬手帳などＩＣＴ等の技術発展に伴

い、薬剤師を取り巻く環境も急速に変化して

おります。これらの技術を効果的に活用して

いただき、地域医療の担い手として、地域住

民の健康づくりの拠点となる薬局や薬剤師の

皆様方には、県民の健康維持、促進のために

引き続き、ご尽力を賜りますようお願い申し

上げます。

私も、県内の慢性的な薬剤師不足の状況を

踏まえつつ、県民の悲願である薬学部新設に

関しての、ご要請にたいしましても、関係省

庁と引き続き、連携して取り組んで参る所存

であります。

結びに、沖縄県薬剤師会のますますのご発

展と前濱会長はじめ貴会の皆様方のご多幸と

ご健勝をお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさ

せていただきます。本年もどうぞ、よろしく

お願いいたします。
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新年のご挨拶
衆議院議員

島 尻  安伊子



謹んで初春のお慶びを申し上げます。

この度の、元旦に発生した令和６年能登半

島地震により亡くなられた方々に哀悼の意を

表しますとともに、被災された全ての方々に

衷心よりお祈り申し上げます。依然として予

断を許さない状況が続いていますが、被災地

域の皆さまの安全確保、そして一日も早い復

旧・復興を、国会議員として全力で対応して

参ります。

沖縄県薬剤師会の皆さまにおかれまして

は、平素より格別のご支援ご理解を賜り厚く

御礼申し上げると共に、県民の医療向上と命

と暮らしを守ってこられましたことに敬意と

感謝を申し上げます。

皆さまにご心配をお掛けしております医薬

品供給不足等につきまして、製造体制の強化

を図る為の令和５年度補正予算など、引き続

き医薬品の安定供給の確保に向け総合的な対

策を講じてまいりますので、調剤業務・服薬

指導等を通じて県民の健康管理に寄り添って

いただく等、変わらぬご協力を宜しくお願い

致します。

ここ沖縄県は、今後の日本経済の牽引役と

も期待をされております。これからも安全安

心はもとより、東アジア及びA.S.E.A.N.諸国

により近い沖縄県の特性を活かし、医療の充

実豊かな地域社会を形成する為にも、国政の

場より皆さま方としっかりと連携し取り組ん

で参ります。

安心できる保健医療体制の構築に向けて、

薬剤師の確保・育成が重要であると考えてお

ります。加えて、深刻な少子高齢化・人口減

少社会を迎える中で、全世代型社会保障の構

築に向けた医療保険制度や医療提供体制の見

直し、地域包括ケアシステムの更なる深化の

為の取り組みを進めていく必要があります。

あわせて地域住民が健康について気軽に相談

できる身近な存在としての『かかりつけ薬局・

薬剤師』に係る取り組みを着実に進めていく

ことが重要であります。

さらに、本年度は第８次医療計画がスター

トします。５疾病と新たに加わった新興感染

症を含む６事業、それに在宅医療の全てに薬

局や薬剤師の役割が明記され、地域への医薬

品の供給が期待されています。これまで大き

な課題とされてきた薬剤師の確保について

も、わが沖縄県でも取組みが進められるもの

と思います。

地域の医薬品提供体制において、薬局や薬

剤師への期待は今後益々大きくなるものと考

えております。地域への医薬品提供を担う薬

剤師の皆さまのスキルを十二分に発揮いただ

く環境づくりに、国政の場において全力で取

り組んでまいります。

こうした取組には、皆さまのご支援ご協力

が不可欠でございますので、今後ともより一

層のお力添えを賜りますようお願い申し上げ

ます。

結びに、本年も沖縄県薬剤師会の益々のご

発展並びに、お一人お一人のご健勝とご多幸

を心から祈念申し上げ、年頭のご挨拶といた

します。

令和６年新春
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年頭のご挨拶
元 復興大臣・元内閣府特命担当大臣(沖縄および北方対策)

衆議院議員

西 銘  恒三郎
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年頭のご挨拶
参議院議員

比 嘉  奈津美

謹んで新春のお慶びを申し上げます。

沖縄県薬剤師会の皆様におかれましては、

輝かしい新年をお迎えのことと存じます。ま

た、薬の専門家として県民の健康増進のため、

ご尽力されておりますことに深く敬意を表し

ます。

昨年を振り返りますと、５月に新型コロナ

ウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５

類感染症に変更され、長く続いてきたコロナ

対策は大きな転換点を迎えました。街が賑わ

いを取り戻す一方で、通常より早い時期から

の季節性インフルエンザの流行、鎮咳薬等

様々な医薬品の供給不安などにより、薬剤師

の皆様には大変なご苦労、ご負担があった１

年であったことと存じます。そのような中で

も、地域医療を守るため日々最前線でご奮闘

いただいておりますことを、改めて感謝申し

上げます。

また昨年は、電子処方箋の全国運用開始、

オンライン資格確認の原則義務化など、より

良い医療を提供していくための医療ＤＸの取

組が加速いたしました。現場の皆様には、こ

れらのシステムの円滑な導入にご協力いただ

き、心から感謝しております。一方で、導入

のための体制整備等が求められ、日々の業務

に大きな影響が生じていることと存じます。

導入に当たって混乱やトラブルが生じること

のないよう、皆様からの声を受け止め、私も

国政の場において医療ＤＸの円滑な推進に向

けた環境整備に努めてまいりたいと存じます。

近年、我が国では「人生100年時代」を見

据え、地域において切れ目なく一体的に医

療・介護サービス等を提供する地域包括ケア

システムを構築し、進展させていくことが求

められています。その中で、地域で医薬品提

供を担う薬剤師、薬局の果たす役割に対して

非常に大きな期待が寄せられているところで

す。県民が地域で安心した暮らしを送るため

には、薬について誰よりも熟知している薬剤

師の皆様において、医師や医療機関と連携し

つつ、服薬に関する相談や服薬指導に一元的・

継続的に取り組んでいただくことが欠かせま

せん。また、薬や健康についていつでも気軽

に相談できる、かかりつけ薬剤師・薬局に係

る取組を更に推進していくことも重要です。

今後とも、薬剤師の皆様におかれましては、

地域で一番身近な医療人として、県民の健康維

持・増進を図り、地域医療を支えるためにお力

添えいただきますようお願い申し上げます。

私も、薬剤師の皆様と同じく医療人として

の歩みを基に、参議院議員としての務めを

しっかりと果たすことのできるよう、皆様の

ご意見を賜り、現場の状況をよく把握しなが

ら、国政活動に邁進してまいる所存です。

最後になりましたが、沖縄県薬剤師会のま

すますのご発展、皆様のご健勝をお祈り申し

上げまして、私からの年頭のご挨拶といたし

ます。



新年明けましておめでとうございます。

旧年中は沖縄県薬剤師会、薬剤師連盟の前

濱朋子会長はじめ会員皆様には大変お世話に

なり、ご指導いただいて参りましたことに心

から感謝を申し上げます。

令和６年を迎え、新たな気持ちで「民、信

なくんば立たず」という言葉を大切に、今年

もお国のため、国民患者さんのため、国民皆

保険制度堅持に努め、皆様に安全・安心をお

届けできるよう努力を重ねて参りたいと存じ

ます。

さて、昨年の診療報酬改定等についてご報

告します。この議論は、政府提案として「賃

上げの実現」「子ども子育て政策」などが主

張され、財源をどこから生み出すかが最大の

課題となりました。

これらのテーマを踏まえ、

（１）「物価高騰・賃金上昇を踏まえた必要な

財源の確保」

第23回医療経済実態調査では約３割の薬局

が赤字経営となっていますが、緊急調査の結

果、回答のあった239件中、約95％が今回の

物価高騰により負担感を感じていると回答。

内訳は消耗品比約86％、電気代約88％、ガソ

リン代79％でした。

（２）「頻回・過度な薬価改定が与える薬局経

営等への影響」

2023（令和５）年の春闘の結果によると、

全産業の平均賃上げ率は3.58％、従業員数99

人以下では2.94％となっており、同年８月公

表の令和５年人事院勧告では、約3.3％の給

与改善を求めています。一方３割の薬局では

賃上げを実施できていない。賃上げできてい

る薬局のうち、全体の賃上げ率は1.99％、薬

剤師のみでは1.44％になっています。さらに、

調剤報酬の約74％は薬剤費。当然薬価改定は、

保険薬局の維持・運営等に多大な影響を与え

ています。約３割の保険薬局が赤字経営の中、

薬価中間年改定により、備蓄医薬品の資産価

値の減少のみならず、総売り上げ減少にもつ

ながり、資金繰りに大きな影響を及ぼしてい

ます。

（３）「診療報酬の内訳（医科・歯科・調剤の

技術料）に応じた公平な分配の堅持」

診療報酬とは診療行為等の対価として、病

院や薬局が患者・保険者から受け取る報酬（公

定価格）。これは①医師の人件費等の『技術・

サービスの評価』（診療報酬本体）と、②薬

の値段等の『物の価格評価』（薬価等）からなっ

ており、個々の技術・サービスを点数化（１

点＝10円）して表示します。このバランスは、

1：1.1：0.3となります。

これら三つの観点から、日本薬剤師会は主

張を展開しました。

さて、財源をどこから出していくのかの大

変複雑な戦いになり、かけ離れた厚生労働省

と財務省の考え方の違いがどこまで調整でき

るか、私は心配しながら最善の結果を求めて

できる限りの取り組みをして参りました。

その結果、すでに先生方ご承知の通り、令

和６年６月施行の診療報酬等改定は、

１．調剤報酬　＋0.88％

２．薬価等　　▲1.00％（①薬価▲0.97％、

②材料価格▲0.02％）

本年が昨年よりも少しでも良い年になるよ

う、沖縄県薬剤師会のご発展を願いながら、

国政復帰の努力を続けて参ります。引き続き

のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。
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年頭のご挨拶
前衆議院議員　薬剤師

松 本  純



新年明けましておめでとうございます。

前濱朋子会長はじめ関係者皆様におかれま

しては健やかに新年をお迎えになりましたこ

とと心よりお慶び申し上げます。また自民党

の若手地方議員を交えた薬剤師の勉強会で

は、いつも開催にお力添え頂き心からお礼申

し上げます。この会のお陰で、地方議員の先

生方は、地域の薬剤師の先生方が市民の健康

と衛生環境を維持していることを理解できる

ようになり、それぞれの議会で発言し、少し

ずつではありますが行政を巻き込む形が出来

つつあることに感謝いたしております。

落選してから私も２年余り立ちますがその間も

沖縄県薬の先生方・関係者の皆様には心からの

温かいお支えを頂いておりますことに心から御礼

申し上げます。一刻も早く国政の場に戻り国会議

員として日本の医療発展に寄与ししっかりと皆様

に仕事で恩返しできますようにこれからも頑張っ

て参ります。何卒本年も変わらぬお力添えをお

願い申し上げます。

さて不思議なもので国政から離れたからこそ、

私は政治の大きなうねりが見えるようになってき

たような気がしています。そしてこの流れの中で

日本経済を再生させるポイントは一体どこにある

か･･･それは「チームの力」にあるのではないか

と強く思うようになりました。

薬局を例に考えてみると現在の薬局経営

は、大きな荒波に巻き込まれようとしていま

す。昨年、規制改革会議で厚労省より「調剤

の一部外部委託」に関するガイドラインが発

表されました。これは徐々に調剤業務は薬局

から出ていくことを意味しています。遠くな

い将来、薬局から「調剤室」は無くなり薬剤

師は対人業務強化のための仕事に変わってい

き、今までとは全く違った業務内容に変わっ

て行くことでしょう。

薬局は５薬局以下の中小薬局が48％（2021

年日本保険薬局協会調査）を占め中小企業が

中心です。今後AIやIoTがどんどん発展して

くると基礎体力のあるチェーン店などの大企

業が有利になることは容易に想像できます。

人材確保においても労働人口は減る中、例え

ば産休で休職した薬剤師の穴を１店舗の薬局

で埋めるのは困難です。また今後医療の多職

種の方と連携して、カウンセリング業務の質

の向上を目指す時も、１店舗では難しいです。

しかし今後起こりうる様々な課題は、複数の

薬局間でチームを組んでいれば対応すること

が充分可能となります。ここで重要になって

くるのが、「薬剤師会」の役割りです。地域

医療計画に基づき、地域の目指す医療を見据

えて、どの薬局同士をチームにするか、相乗

効果を生むにはどのようにしたらいいのか、

その戦略を練るのが薬剤師会の役割りになり

ます。そして我が国の特長である「高齢社会」

「皆保険制度」もチーム力を高めることに使

える要素です。

逆境に立ち止まるのではなく、将来に大志

を抱き、それを成し遂げる技能と忍耐を持っ

た仲間をもつこと。独りで見る夢は夢でしか

ありませんが、誰かと見る夢は現実に近づく

一歩になります。この言葉を自分自身にも言

い続け、沖縄の血を受け継ぐ政治家として頑

張って参りますので、今年もご指導よろしく

お願い申し上げます。
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「チームの力」で日本を再生させる
前衆議院議員

渡嘉敷  奈緒美



令和６年、あけましておめでとうございま

す。本年は元旦より能登地震や被災者支援の

輸送を行う海上保安庁による航空機事故な

ど、痛ましい出来事が続き、波乱の幕開けと

なりました。お亡くなりになった方々に哀悼

の意を表すと共に、被災された皆様へお見舞

いを申し上げます。これ以上の被害の広がり

がないように願い、沖縄県からもできる限り

の支援を行うように県議会を通して取り組ん

でまいります。

さて、昨年５月にこれまで数年に渡り猛威

を振るい、社会的な被害も大きかった新型コ

ロナウイルス感染症の法的位置付けが変わり

ました。しかし、新型コロナウイルス感染の

影響はまだ残る部分もあり、その後遺症やイ

ンフルエンザなど他の感染症などへの対応、

また県民の健康的な生活に際しても前濱朋子

会長をはじめとする沖縄県薬剤師会会員、関

係者に御尽力をいただいていますこと誠に感

謝申し上げます。

さて、本年の震災のように有事の際には、島

嶼圏である沖縄では陸続きでないために、周り

からの支援も受けづらい状況になるのではない

かと想定されます。県内の人的な資源をフル活

用して事に臨む必要があります。普段の生活に

おいても県民の命を守るためにも県内各地域、

離島やへき地にも充実した地域医療体制を構築

しなければなりませんので、医療関係者の育成

は非常に重要な政策の一つであります。しかし、

現状として県内の薬剤師不足は依然として全国

でも厳しい状況であります。薬学に興味を持ち

県外への進学をしたい子どもたちもいるかと思

いますが、保護者への大きな費用負担を伴いま

すので、躊躇している家庭も多くあるのではな

いでしょうか。

沖縄県でも昨年は人口自然減という新たな

タームに移ろうとしており、少子高齢化が進

む状況ですが、子どもたちへの教育環境を整

え、子育ての負担を減らすことも地域人口を

維持するためには必要なことであると感じて

おります。

その対策のために貴会が中心となって取り

組み、要請を続けている沖縄県での県内国公立

大学においての薬学部設置に向けて、少しずつ

ではありますが、動きが出てまいりました。昨

年末に琉球大学との協議の場を設置することが

報道されました。しかし、実際の設置に関して

はまだまだ乗り越えなければならない課題も多

い状況であると耳にしております。

県外におけるこれまでの事例から職業教育

や学生の地域の活性化活動など、沖縄県にも好

影響を与えるものと予想されます。他にも沖縄

県の経済的な発展のために産官学の連携での創

薬事業なども期待が持たれています。県内国公

立大学への薬学部設置に向けての諸課題を貴会

の方々と意見交換を行いながら、県議会を通し

て解決に向けて動いてまいります。また、県政

で解決できないことに関しては沖縄県選出の国

会議員の方々と情報を共有し連携を取りながら

前に進めて行きます。その他、沖縄県としての

医療課題は多くありますので、その解消に向け

てぜひ貴会の皆様から多くのご意見とお力添え

を賜りたく存じます。

結びに、本年も貴会が益々発展すると共に、

会員や関係者、そのご家族など周囲の皆様の

ご健康とご多幸をご祈念申し上げ、新年のご

挨拶といたします。本年もどうぞよろしくお

願いいたします。
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新年のご挨拶
沖縄県議会議員

新 垣  淑 豊



新年あけましておめでとうございます。自

民党沖縄県連幹事長の島袋大です。

令和６年ですが、１月１日から能登半島に

おける大地震が発生し、２日には羽田空港で

の航空機事故など、相次ぐ災害・事故の発生

に、心穏やかではないスタートとなってしま

いました。災害・事故に遭われ無念にも亡く

なられた方々のご冥福をお祈りいたしますと

ともに、ご遺族のみなさまのお心を案じてお

ります。また、一日も早い震災復興に向けて、

県連挙げて取り組んでいく所存です。去る１

月11日・12日には、県庁前にて能登半島地震

被災者支援街頭募金活動を実施しました。道

行く多くの方々から篤志を預かりまして、党

を通じて被災地へのご支援をさせていただき

ました。ありがとうございました。

一昨年来薬剤師会様において懸案となって

おりました、県内国公立大学への薬学部設置

については、12月の県公募期限までに応募が

なかったことから、残念ながら仕切り直しを

余儀なくなってしまいました。幸いにも琉球

大学が県との間で引き続き設置に向けた協議

を継続する旨の意思を示されましたので、動

向を見守りつつ、顕在化している課題を共有

し、早期設置に向けて政府への働きかけを積

極的に行っていかなければならないと思いを

新たにしております。

昨年に引き続き電気料金をはじめとする物

価高が続いております。県内消費者物価指数

は全国指数に比べて約２ポイントも上回る状

況であり、全国と比べて一層厳しい生活を強

いられているのが沖縄であります。これまで

政府・自民党では、地方創生臨時交付金や重

点支援地方交付金を活用して、地方の物価高

対策に対応してまいりました。しかしながら、

島しょ圏である沖縄にあっては、電力供給網

も独立しており、人流・物流に係る輸送コス

トが多重にかさむという構造的不利性を抱え

ていることから、今後ともさらに強力な支援

策の創設・継続を訴えてまいりたいと思って

いるところです。

さて、我々県議会議員は、2024年６月に任

期満了を迎えます。これまで培ってきた経験

を活かし、さらなる飛躍に向けて邁進する意

気込みであります。これからの沖縄経済をけ

ん引するのはやはり若い力、スタートアップ

企業の勢いというのがあると思います。私の

地元豊見城市においては、来年度から自走式

ロープウェイの技術を活用した、新しい交通

システムの導入可能性調査が始まる予定です

が、そのアイデア技術を開発したのが若干29

歳の社長が率いる企業であります。沖縄から

日本、世界へと、交通問題の解消のための一

助になるのではないか、私も全面的に若い世

代のサポートをしてまいりたいと思います。

最後に、本年2024年は辰年であります。龍

が天高く昇るが如く、県民の皆様の幸せを願

いつつ、県議会議員の一員として引き続き精

進してまいりたいと思っておりますので、薬

剤師会会員の皆様のご指導ご鞭撻を賜ります

よう、お願いする所存でございます。

本年も皆様にとって良い年となりますこ

と、祈念申し上げます！
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新年のご挨拶
沖縄県議会議員

島 袋  大
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おきなわ薬剤師会報　令和 6 年 1 ･ 2 月号

昨年は会運営にご理解ご協力を賜わりお礼申し上げます。

皆様のご健康とご繁栄を心よりお祈り申し上げます。
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令和５年１月14日正午より、ダブルツリー 

byヒルトン那覇首里城で、沖縄県薬業連合会

主催の令和５年度薬事功労受賞者合同祝賀会

が開催された。司会進行は、本会の宮城敦子

広報委員会委員長が務めた。

新型コロナウイルス感染症の５類移行後初

めての開催で、受賞者18名のほか、関係者、

ご家族等多くの方にご出席いただいた。

会が始まる前に、１月１日に発生した能登

半島地震と、１月２日に羽田空港で起きた海

上保安庁航空機と日本航空旅客機の衝突事故

でお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈

りし、黙祷がささげられた。

その後、本会および沖縄県薬業連合会の前

濱朋子会長と本会の宮城幸枝常務理事が踊

り、沖縄県保健医療部の糸数公部長が三線と

歌を務め、「鷲ぬ鳥節（バシヌトゥイブシ）」

で幕開けとなった。糸数部長は八重山福祉保

健所への赴任を機に八重山古典民謡を習い始

め、現在も八重山古典民謡保存会会員とのこ

とで、その素晴らしい地謡と、前濱会長と宮

城常務理事の優雅な舞いに会場はしばし魅了

された。

続いて、沖縄県薬業連合会の親泊康行理事

による開会の挨拶、前濱会長による主催者挨

拶があった。前濱会長は、「能登半島地震の

被災地支援として、沖縄県薬剤師会よりJMAT

（日本医師会災害医療チーム）に現在までに

薬剤師３名を派遣していることを報告し、今

後も支援に取り組んでいくため協力をお願い

したいこと、また、コロナが明け、日常生活

や経済活動がコロナ前に戻りつつある中で、

薬業４団体のつながりを一層深め、医薬品供

給を通じた地域医療の向上に資するよう努め

薬事功労受賞者　　合同祝賀会開催薬事功労受賞者　　合同祝賀会開催
令和５年度令和５年度

糸数公沖縄県保健医療部長の見事な三線演奏と歌声で幕開け「鷲ぬ鳥節」
優雅な舞いを披露した前濱朋子会長（左）と宮城幸枝常務理事（右）
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おきなわ薬剤師会報　令和 6 年 1 ･ 2 月号

ていただきたい」と述べるとともに、受賞者

の今後のさらなる活躍と出席者への感謝を述

べ、挨拶とした。

続いて、来賓の玉城デニー知事に代わりご

出席いただいた沖縄県保健医療部の糸数部長

の代読により、知事からのご祝辞を賜った。

また、同じく来賓の安里哲好沖縄県医師会会

長に代わりご出席いただいた沖縄県医師会の

宮里達也副会長の代読により、ご祝辞を賜っ

た。

次に、沖縄県薬業連合会の秋信裕一副会長

による乾杯の音頭の後、受賞者の登壇・紹介

へと移った。受賞者の名前が呼ばれ登壇する

と、会場からは一人一人に表彰をたたえる温

かな拍手が送られた。そして、受賞者を代表

して薬事功労者厚生労働大臣表彰を受賞した

伊佐常隆氏が次のように挨拶した。「今回の

受賞は多くの方々によるご指導やご協力がな

くてはいただけなかったものであり、関係者

の皆様に御礼と感謝を申し上げます。これか

らも地域に根差した活動をしていくことを念

頭に置いて頑張ります。」

その後の懇談の中で、来賓の島尻安伊子衆

議院議員、國場幸之助衆議院議員秘書の渡邉

純一氏、古謝玄太那覇市副市長よりご挨拶を

頂戴した。また、本田顕子参議院議員からの

メッセージ動画を視聴した。

懇談中は、久しぶりの再会を喜び、受賞を

たたえ合う先生方の笑顔が会場にあふれ、話

もつきない様子であった。

本会の川満直紀副会長による閉会のことば

で、会は盛況のうちに幕を閉じた。

（文：事務局 徳元 あおい）

薬事功労受賞者　　合同祝賀会開催薬事功労受賞者　　合同祝賀会開催
令和５年度令和５年度

　　　　　　　　会期：令和６年１月 14 日（日）

　　　　　　　　会場：ダブルツリー by ヒルトン那覇首里城　首里の間

司会　沖縄県薬剤師会 広報委員会委員長　宮　城　敦　子

＜会次第＞

	 　　幕開け　鷲ぬ鳥節

	 　　開会のことば　　　　　　　　　 　沖縄県薬業連合会理事　　親　泊　康　行

	 　　主催者あいさつ　　　　　　　　 　沖縄県薬業連合会会長　　前　濱　朋　子

	 　　来賓あいさつ　　　　　　　　　 　沖縄県知事　　　　　　　玉　城　デニー

	 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　沖縄県医師会会長　　　　安　里　哲　好

	 　　乾杯　　　　　　　　　　　　　 　沖縄県薬業連合会副会長　秋　信　裕　一

	 　　受賞者登壇・紹介

	 　　受賞者代表挨拶　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　伊　佐　常　隆

～　懇談　～

	 　　閉会のことば　　　　　　　　　 　沖縄県薬剤師会副会長　　川　満　直　紀
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祝賀会に出席された受賞者の皆様が登壇。右上は受賞者を代表して挨拶した伊佐常隆氏

開会のことば
沖縄県薬業連合会

親泊 康行 理事

乾杯風景

主催者あいさつ
沖縄県薬業連合会

前濱 朋子 会長

来賓あいさつ
沖縄県保健医療部

糸数 公 部長

来賓あいさつ
沖縄県医師会

宮里 達也 副会長

乾杯の音頭
沖縄県薬業連合会
秋信 裕一 副会長
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前列左から来賓の米須敦子沖縄県歯科医師会会長、平良孝美
沖縄県看護協会会長、宮城雅也沖縄県小児保健協会会長、 
後列右から山城篤沖縄県臨床検査技師会副会長と、本会の
中村克徳副会長、前濱朋子会長

本田顕子参議院議員からのメッセージ

来賓あいさつ
衆議院議員

島尻 安伊子 氏

来賓あいさつ
國場幸之助衆議院議員秘書

渡邉 純一 氏

来賓あいさつ
那覇市

古謝 玄太 副市長

閉会のことば
川満 直紀 副会長

司会
広報委員会

宮城 敦子 委員長

北部地区薬剤師会関係者 南部地区薬剤師会関係者
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中部地区薬剤師会関係者

那覇地区薬剤師会関係者

宮古地区・八重山地区薬剤師会関係者
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女性薬剤師部会関係者

学校薬剤師部会関係者

熟年の集いの皆様
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令和５年度受賞者プロフィール

〔薬事功労者厚生労働大臣表彰〕〔薬事功労者厚生労働大臣表彰〕
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伊佐　常隆 氏
嘉手納町や読谷村内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品

の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。また、嘉手納町介護認定審

査会委員、嘉手納町地域包括ケア個別会議委員、読谷村国民健康保険運営協議会委員にも就

任し、地域社会の活動に積極的に協力している。

昭和 53 年に学校薬剤師に委嘱されると、複数校の学校薬剤師として、専門的な立場から

学校環境衛生検査を通して学校長および養護教諭との連携を密にして、学校環境衛生の改善、

健康教育等に関する指導助言、資料提供を行い、学校保健活動の向上に貢献している。

平成 12 年に中部地区薬剤師会副会長に就任し、平成 16 年には地元の嘉手納支部長も兼任。

中部地区薬剤師会の各支部との情報交換や連携を行うと同時に、同支部の医薬分業推進等の

ための各種研修会を企画し会員の資質向上にも尽力した。平成 28 年には中部地区薬剤師会

会長に就任し、健全な組織運営を目指すとともに中部地域における多職種連携を図り、薬局

が地域医療介護に積極的に取り組んでいけるよう尽力した。会長職を退任後の現在も、監事

として中部地区薬剤師会の健全な組織運営が執行されるよう監査している。

村田　美智子 氏
沖縄県薬剤師会女性薬剤師部会に永年に亘って活動に関わり、日本女性薬剤師会薬剤師継

続学習通信教育講座の斡旋に尽力した。平成 20 年に同部会の部会長に就任すると、漢方講

座や妊娠 ･授乳と薬の基礎講座の開催 ､浦添市乳幼児一般健康診査において薬の相談会を実

施するなど ､女性薬剤師の資質向上・地位向上に大いに貢献している。これに加え、沖縄県

薬剤師会の敷地内にミニ薬草園を開設して沖縄の身近な薬草に関する資料を収集するととも

に、沖縄県薬剤師会発行の会報誌「おきなわ薬剤師会報」に連載し ､会員へ薬草学の知識向

上を図った。

平成 23 年に同会理事に就任し、保健福祉委員会にて主に自殺予防対策関連を担当し、県

の自殺対策連絡協議会にも委嘱され、会員へゲートキーパー薬剤師養成研修の実施や普及啓

発に力を注いだ。他にも、学術研修委員会も歴任し、業務に対する誠実さと責任感の強さは

会員からも絶対的な信頼と評価を得ており、事業の活性化に大いに貢献した。令和３年には

副会長に就任し、県の薬事審議会の委員にも委嘱され、特に、保健福祉分野における薬剤師

会の代表として、沖縄県の施策、運営に貢献している。

また、学校薬剤師として、専門的な立場から学校保健、学校環境衛生の改善・指導助言を

行い、児童らの健康増進に寄与している。現在も精力的に学校薬剤師活動を続けている。
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〔日本薬剤師会有功賞〕〔日本薬剤師会有功賞〕

新城　光雄 氏
沖縄県の行政薬剤師として、平成３年以降、保健所や薬務主管課にて 15 年以上にわたり

薬事監視員・毒物劇物監視業務に携わり、薬事行政の推進に尽力した。現在も、後継職員の

育成に努めている。

久貝　節子 氏
離島僻地の病院薬剤師として長年携わり、退職後も同じ土地の卸会社支社に勤務して、離

島僻地にある薬局へ良質な医薬品の安定供給・情報提供を行った。

城間　盛光 氏
昭和 48 年から永年に亘り沖縄県薬剤師会の理事を務め、本土復帰後の社会情勢の激動す

る中、日本薬剤師会への正式会員としての加入問題に勢力を傾け、入会を実現させた。また、

医薬分業推進に積極的に進言し、それを実践に移すべく整備を図った。昭和 51 年には、戦

前戦後を通して初めて九州山口薬学大会を沖縄県で開催、率先して活躍し本大会を成功裡に

終了させた。また、沖縄県薬剤師会の試験検査センターと薬事情報センターの設置にも貢献。

そして、平成５年から平成 14 年の間には専務理事として常勤した。

永迫　洋子 氏
那覇市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。また、沖縄県薬剤師会の女性薬剤師部会へ

多大なる協力をし、貢献した。

普天間　公子 氏　
那覇市内で薬局を経営する傍ら、那覇地区薬剤師会設立当初の監事を務め、組織の強化と

事業の円滑な運営発展に貢献した。同時にかかりつけ薬局及び面分業の推進にも尽力し、地

域医療の質の向上に取り組んだ。那覇地区薬剤師会古波蔵支部長も務め、支部の活性化にも

尽力した。また、沖縄県薬剤師会の女性薬剤師部会へ多大なる協力をし、貢献した。
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山城　恵子 氏　
離島僻地において、自ら薬局を開設し、親族とともに、良質な医薬品の安定供給・医薬品

の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。また、沖縄県薬剤師会の組

織強化に多大なる協力をした配偶者（故人・元監事）とご子息（広報委員会委員・薬事情報

センターと会営薬局の勤務薬剤師）を永年に亘り支え貢献した。

池間　正 氏
沖縄県職員として、主に、県内の保健所に勤務、次長や副所長等の要職を歴任し、沖縄県

薬剤師会への指導・助言、監督をした。また、本会の学校薬剤師部会役員に就任し、専門的

な立場から、学校保健・環境衛生の改善・指導助言を行った。

眞榮城　紀美子 氏
那覇市内の薬局に永年従事しながら、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情報提供

を通し、地域住民の健康増進に寄与している。

宮里　郁子 氏
医薬品製造業に係る会社に勤務する傍ら、永年に亘り学校薬剤師を委嘱され、専門的な分

野から環境衛生検査を実施、快適な学校環境づくりの指導・助言を行うなど、公衆衛生事業

に貢献した。

友寄　市子 氏　
平成７年に沖縄県立北部病院が院外処方箋を発行するにあたり、北部地区薬剤師会は備蓄

センターおよび FAX コーナーの設置および運営が行われることになり、その中心メンバーと

して携わり、北部地域の医薬分業の発展に尽力した。また、北部地区医師会病院の薬剤師不

足の際には、夜間救急当番で調剤業務を行うなど、北部地域における夜間休日体制を支えた。

北部地区薬剤師会では理事を 16 年務め、会活動を永年に亘り積極的に関わり、組織運営

等を支えてきた。本部・今帰仁・大宜味・国頭・伊江地区担当理事として、関係職種団体と

も積極的に連携をとった。

令和５年度受賞者プロフィール
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村上　市子 氏　
平成 15 年より学校薬剤師として複数の学校を担当し、専門的立場から積極的に学校保健・

学校環境衛生等に関する指導助言を行い、また、「薬の正しい使い方」や「薬物乱用防止に

関する講話」なども多く実施している。平成 30 年より、沖縄県薬剤師会学校薬剤師部会北

部支部長に就き、組織の強化や会員の資質向上を図っている。特に新任の育成にしっかり関

わることで滞りなく活動をつなげながら、担当学校薬剤師が講話できない際には代理で引き

受けるなど、北部地域の特に遠隔地・へき地の学校保健の発展に寄与している。また、行政

にも積極的に関わり、学校薬剤師の地位改善に尽力するとともに、学校環境衛生基準の検査

の全項目に向けて検査項目を増やすよう働きかけ、沖縄県薬剤師会試験検査センターの収益

にも寄与した。

屋嘉比　康藤 氏
那覇地区薬剤師会理事及び那覇東支部の支部長・副支部長を務め、事業の円滑な運営、組

織強化、支部の活性化に尽力した。また、永年に亘り薬局を経営し、身近なかかりつけ薬局

として地域住民の健康を支え地域医療の向上に大きく貢献した。

山崎　今日太 氏　
平成 20 年、脳神経科を専門とする開業医の門前薬局に勤務し、内科的疾患から認知症の

患者まで多岐にわたり分かり易く服薬指導及びセルフメディケーションを実施してきた。

平成 29 年からは宮古地区薬剤師会の理事として会運営に積極的に協力し、地区の抱える

問題解決に取り組んできた。同時に「おくすり相談会」「薬と健康の週間」の担当者として、

整備・運営などを担ってきた。

また、宮古島で開催されるトライアスロン大会の救護班にも毎回積極的に参加し、行政、

各医療機関、団体へ宮古地区薬剤師会の存在を示し、会の認知度を高めてきた。

米倉　美帆 氏　
平成 20 年よりうるま市の学校薬剤師に委嘱され、学校環境衛生の指導助言とともに、薬

の専門的立場から薬の正しい使い方や薬物乱用防止教室に関する講和等を行い、児童らの健

康増進に貢献している。

令和２年よりうるま市の介護認定審査会委員を委嘱され、介護認定を行い、地域医療にも

貢献している。
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〔学校保健功労者文部科学大臣表彰〕〔学校保健功労者文部科学大臣表彰〕

〔日本公衆衛生事業功労者表彰〕〔日本公衆衛生事業功労者表彰〕

仲真　良重 氏
昭和 63 年に沖縄市の小学校の学校薬剤師に委嘱され、現在に至るまで学校長及び養護教

諭と連携し積極的に学校薬剤師活動を行い、薬の専門的立場から薬の正しい使い方や薬物乱

用防止に関する講話等の学校保健、学校環境衛生に関し公衆衛生的見地から指導助言を行っ

ている。

平成６年から令和２年までの永きに亘り、沖縄県薬剤師会会営薬局うえはらで勤務する傍

ら、医薬分業の推進に伴う県内の薬局薬剤師の実務研修を実施し、会員の資質向上に貢献し

た。

平成 23 年に社会保険診療報酬請求書審査委員会審査委員の公職に就き、診療側、保険者

側に偏ることのない公正な審査の立場で保険薬局に指導助言を積極的に行い、沖縄県の保険

医療等の充実発展に尽力している。

大浜　貴子 氏
昭和 52 年から石垣島及び近隣離島などの複数校の学校薬剤師に委嘱され、以来、44 年の

永きに亘り学校長及び養護教諭と連携して積極的に学校薬剤師活動を行った。専門的立場か

ら薬の正しい使い方や薬物乱用防止に関する講話等を実施し、また、学校保健及び学校環境

衛生に関し学校保健的見地から指導助言を行ってきた。

平成 11 年からの 20 年間、沖縄県学校薬剤師会八重山支部の支部長に就き、組織の強化、

会員の資質向上を図り、石垣島並びに交通不便な遠隔地・離島へき地の幼小中学校の学校保

健の発展に大いに貢献した。

村上　市子 氏
前記の沖縄県薬剤師会会長表彰に記載。
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〔沖縄県学校保健会表彰〕〔沖縄県学校保健会表彰〕

古謝　真己 氏　
平成 15 年から宮古島市内の小学校や高等学校の学校薬剤師に委嘱され、専門的な立場か

ら学校環境衛生検査を通して学校長及び養護教諭との連携を密にして、学校環境衛生の改善、

健康教育等に関する指導助言、資料提供等を行い、学校保健活動の向上に貢献している。

また、学校保健委員会を通して学校環境衛生の重要性を説き、特に日常検査が大切である

ことを指導助言し、学校保健の発展に寄与している。

崎山　愛子 氏　
平成７年に私立の小学校の学校薬剤師に委嘱され、以来、複数の担当校を受け持ち、平成

16 年には特別支援学校の学校薬剤師にも委嘱されている。現在も複数校の学校薬剤師とし

て、専門的な立場から学校環境衛生検査を通して学校長及び養護教諭との連携を密にして、

学校環境衛生の改善、健康教育等に関する指導助言、資料提供等を行い、学校保健活動の向

上に貢献している。　　また、薬の専門的立場から薬の正しい使い方や薬物乱用防止に関す

る講話等を実施し、児童生徒らの健康増進に貢献している。

吉田　洋史 氏
平成 15 年から宮古島市内の複数校の学校薬剤師に委嘱され、沖縄本島に移住するまで宮

古島で学校薬剤師活動を行った。平成 25 年からは沖縄本島に自ら開局する傍ら、那覇市内

の学校薬剤師をしている。専門的な立場から学校環境衛生検査を通して学校長及び養護教諭

との連携を密にして、学校環境衛生の改善、健康教育等に関する指導助言、資料提供等を行

い、学校保健活動の向上に貢献している。

また、学校保健委員会を通して学校環境衛生の重要性を説き、特に日常検査が大切である

ことを指導助言し、学校保健の発展に寄与している。

〔沖縄県公衆衛生大会長表彰〕〔沖縄県公衆衛生大会長表彰〕

村田　成夫 氏
平成２年に高等学校の学校薬剤師に委嘱され、以来、離島を含む複数校の学校薬剤師を現

在も担当し、その専門性を活かして学校環境衛生検査を通して学校側に適切な指導助言を行

い、学校環境衛生及び学校保健の向上に努め、児童生徒らの健康増進に貢献している。また、

県内外の会議や研修会に率先して参加し、そこで得た知識は伝達講習会等にて会員に還元さ

れ、学校保健への助言に大いに役立てている。

平成 19 年には沖縄県学校薬剤師会の副会長、平成 27 年からは部会長に就任し、会の組

織強化と会員の資質向上に努めている。
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新垣　正信 氏　
読谷村内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。また、沖縄県薬剤師会理事も務めた。

安座間　ヤス子 氏　
石垣市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。

伊佐　眞二郎 氏
宜野湾市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい

情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。

石川　元信 氏　
沖縄県内の医薬品卸会社に務める傍ら、沖縄県薬剤師会の学術研修委員、調剤事故・過誤

対策委員、保健福祉委員に委嘱され、会が開催する生涯教育の一環として県内各地区、支部

単位の研修会の講師を永年に亘り継続して務め、会員の資質向上に大きく貢献した。学校薬

剤師としても永年に亘り、水質検査・照度検査等を行い、学校環境衛生の向上に寄与した。

また、薬業団体や看護学校等においても講師を務め、基礎薬学や薬の適正使用などの啓発・

教育を実践し、薬学的知識の向上に寄与している。

伊禮　壽子 氏　　
沖縄市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。

昭和 47 年より学校薬剤師として学校環境衛生の重要性や日常検査の大切さを説き、児童

生徒へ学校環境衛生の教育活動を行い学校保健の発展に寄与した。また、沖縄県学校薬剤師

会の副会長として会の組織強化と会員の資質向上に大きく貢献した。

上原　繁猛 氏
実家が薬店を経営していたことから後を継ぐも、薬剤師業とはまったく別業態の回転寿司

店や沖縄そば店を開店させる。薬剤師として培った知識を食育という場面で大いに役立て、

現在も老舗の沖縄そば店を経営している。薬剤師であることを誇りに 50 年以上会に所属し

ており、会の発展に大いに寄与している。
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上間　淳子 氏　
那覇市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。また、沖縄県薬剤師会女性薬剤師部会へ多

大なる協力をし、貢献した。

大浜　貴子 氏　　
石垣市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。

学校薬剤師としてのプロフィールは、前記の学校保健功労者文部科学大臣表彰に記載。

荻堂　盛浩 氏
北部地域に根差した薬局運営の傍ら、平成７年の県立北部病院の院外処方せん発行に尽力

し、北部地域における医薬分業の発展に貢献した。学校薬剤師としても今帰仁村内の学校を

担当し、学校保健の充実と発展に尽力した。

小那覇　幸子 氏　
昭和 51 年に那覇市内に開局し、永年に亘り地域住民のかかりつけ薬局として、調剤、Ｏ

ＴＣはもちろん、漢方相談薬局の看板も掲げ、地域住民の健康を支えている。また、沖縄県

薬剤師会及び那覇地区薬剤師会の理事を務め、組織の運営、確立に貢献した。

神谷　朝雄 氏
沖縄県内の大手医薬品卸売販売業に永年に亘り従事し、医薬品の品質管理・安定供給に尽

力するとともに、医薬品の情報提供のうち、特に患者の生命に危険のある情報の開示と啓蒙

に努力し、社員教育、後進の薬剤師の育成指導等、薬剤師業務の発展向上に寄与した。また、

県内の各薬局へ労務提供し、薬局の設立、医薬品の品質管理等の指導を行った功績は大きい。

沖縄県薬剤師会卸勤務薬剤師部会代表理事として会務に関わり、また、財務担当理事を経

て監事として会の健全な財務管理・運営に尽力するとともに、会の発展に貢献した。
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神山　康博 氏
昭和 50 年に名護市内に開局して以来、地域住民へ医薬品の供給、健康情報の提供に永き

に亘り行っている。また、学校薬剤師を 30 余年務め、地域の公衆衛生向上に貢献した。さ

らに、「健康とおくすり相談会」や「ダメ。ゼッタイ。普及運動 6.26 街頭キャンペーン」に

も参加するなど、地区薬剤師会や地域活動にも積極的に協力している。

川満　建英 氏　
地元である宮古島市を主に、自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・

医薬品の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。

佐喜真　喜美 氏
沖縄市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。

島袋　勇 氏
沖縄市と浦添市内に自ら薬局を開設し、親族とともに、良質な医薬品の安定供給・医薬品

の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。また、長年薬剤師不足であっ

た沖縄県薬剤師会会営薬局にご子息２名を勤務させ、本会の組織強化に多大なる協力をした。

島袋　徳子 氏　
沖縄市内に配偶者が経営する薬局に永年従事し、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正し

い情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。長年薬剤師不足であった沖縄県薬剤師

会会営薬局にご子息２名を勤務させ、また、地元紙に薬剤師職能の啓発投稿をするなど、本

会の組織強化に多大なる協力をした。

平良　信隆 氏
那覇市、浦添市、南部地域の薬局に永年従事しながら、良質な医薬品の安定供給・医薬品

の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。
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平良　初枝 氏
北谷町内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。現在も保険薬局に勤務している。また、昭

和 47 年から平成 25 年の間、町内の幼稚園、小学校、高等学校の学校薬剤師に委嘱され、専

門的な立場から、学校環境衛生の検査等を通して、学校長、養護教諭との連携を密にして、

学校環境衛生の改善につなげ、健康教育に関する指導助言、資料提供等を行い、快適な学校

環境づくり、学校保健活動の向上に貢献した。

田仲　和恵 氏　
県内全域に配偶者が経営する薬局・薬店を永年に亘り従事しながら支え、もしくは開設者

にもなり、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進

に寄与した。

玉那覇　昌保 氏
那覇市と浦添市内に、配偶者とともに薬局と薬店を開設し、永年に亘り良質な医薬品の安

定供給・医薬品の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。

玉寄　睦子 氏
八重瀬町内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい

情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。学校薬剤師としても永年に亘り、水

質検査・照度検査等を行い、学校環境衛生の向上に寄与してきた。また、沖縄県学校薬剤師

会や沖縄県薬剤師会の役員も務め、組織の発展に貢献した。

仲井間　清 氏　
沖縄市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。中部地区薬剤師会沖縄支部長として組

織強化に努める傍ら、地域住民への医薬分業の啓発普及を行うとともに、会員と連携してか

かりつけ薬局の育成強化に貢献した。また、学校薬剤師として学校医と連携を密にしながら、

学校保健計画の策定に積極的に関与して、児童・生徒の学校環境衛生管理及び保健指導に尽

力した。
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仲西　英雄 氏
浦添市、沖縄市、糸満市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・

医薬品の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。

中原　慶子 氏
沖縄市内に配偶者とともに薬店を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品

の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。

野崎　真敏 氏　
沖縄県の行政薬剤師として、衛生環境研究所等に永年従事し、沖縄県の環境・衛生対策に

多大なる貢献をした。沖縄県を退職後は、沖縄県薬剤師会の試験検査センター委員会や選挙

管理委員会の委員長に委嘱されるなど、組織の発展に大いに貢献した。また、学校薬剤師と

しても永年に亘り、水質検査・照度検査等を行い、学校環境衛生の向上に寄与した。

花城　公子 氏
浦添市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。また、沖縄県薬剤師会会営薬局の初代管理

薬剤師を務め、組織の発展に貢献した。

福里　千賀子 氏
うるま市や那覇市内の薬局に永年従事しながら、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正し

い情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。

平安山　春江 氏　
沖縄市内の薬店に永年従事しながら、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情報提供

を通し、地域住民の健康増進に寄与した。また、沖縄県薬剤師会に優美な撮影作品を投稿し

続け、「おきなわ薬剤師会報」の進展に大いに貢献した。
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宮城　正明 氏
浦添市内の病院や薬局に永年従事しながら、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情

報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。

宮平　早苗 氏
那覇市、糸満市内の薬局に永年従事しながら、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい

情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。

山城　秀子 氏
石垣市内の病院に永年従事しながら、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい情報提供

を通し、地域住民の健康増進に寄与した。

屋良　朝昇 氏
浦添市内の卸会社や薬局に永年従事しながら、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい

情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。

吉田　龍介 氏
恩納村、うるま市、糸満市等に自ら薬局を開設し、親族とともに良質な医薬品の安定供給・

医薬品の正しい情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与している。特に、中部地域に休

日夜間営業の保険薬局を開局し、中部地域の救急医療体制に多大なる貢献をしている。その

傍ら、中部地区薬剤師会の役員も務めて組織強化に努めた。また、学校薬剤師としても永年

に亘り、水質検査・照度検査等を行い、学校環境衛生の向上に寄与した。

與那嶺　朝子 氏
宜野湾市内に自ら薬局を開設し、永年に亘り、良質な医薬品の安定供給・医薬品の正しい

情報提供を通し、地域住民の健康増進に寄与した。その傍ら、学校薬剤師として地域の複数

校を担当し、薬物乱用防止教室、環境衛生検査などを実施し、学校保健活動の向上に貢献し

ている。また、若手学校薬剤師の発掘と育成、教育委員会との交渉、学校薬剤師の地区研修

会の実施にあたるなど、学校薬剤師の資質向上に貢献した。
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　１月９日に開催された第

55 回沖縄県公衆衛生大会

で、公衆衛生への功績を認

められた 21 人が表彰され

ました。本会からは、幸地

良信先生（沖縄県公衆衛生

大会長表彰）、池間博則先

生（沖縄県保健所長会長表

彰）、松田聖子先生（沖縄

県保健所長会長表彰）が受

賞となりました。

沖縄県公衆衛生大会長表彰・幸地良信先生

　幸地先生は、平成 20 年に石垣市立八島

小学校の薬剤師に委嘱され、以来、複数校

の学校薬剤師を今現在も担当し、その専門

性を活かして学校環境衛生検査を通して、

学校側に適切な指導助言を行い、学校環境

衛生及び学校保健の向上に努め、児童生徒

らの健康増進に貢献されたことで今回の受

賞となっております。

　幸地良信先生、この度の受賞、誠におめ

でとうございます。

（文：事務局 平安山 丈継）

幸地 良信先生、池間 博則先生、松田 聖子先生、
おめでとうございます

令和６年１月13日（土）沖縄タイムス
※発行元が記事利用を許諾しています。

幸地良信先生（右）と前濱朋子会長

沖縄県公衆衛生大会長表彰沖縄県公衆衛生大会長表彰
沖縄県保健所長会長表彰沖縄県保健所長会長表彰
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１2月12日に開催された沖縄県薬剤師研修

協議会主催講演会に参加しました。講師は群

馬大学大学院医学系研究科臨床薬理学分野教

授の山本康次郎先生でした。

「一般の人を対象とする医薬品の開発にお

いて基本的には小児・高齢者・妊婦に対する

臨床試験は特に必要でなければ行われない。

添付文書上の記載ではどうしてよいのか分か

らないのが普通。特殊な母集団に対する薬物

療法をどうするか、薬物動態の特殊性を考慮

して推測していくことが必要」とのお話があ

りました。

例えば小児に特有な問題として、①発達途

上であるということ→成長、成熟に及ぼす影

響を考慮する必要がある。②余命が長い→長

期的な影響を考慮する必要がある。③本人か

ら情報を得ることができない→自ら症状を訴

えない、他覚症状もわかりにくい。④本人の

理解力・運動能力が十分でない→飲んではい

けない薬を勝手に飲んでしまう、吸入薬をう

まく吸い込めないなど合理的な行動、特殊な

操作ができない。といったことが挙げられ、

このため、成人用に開発された医薬品の成分

が小児に対しても有効であると期待できる場

合、適用可能な剤形があるか、小児に適した

用量の調剤が可能か、その場合用量はどのよ

うに決めればよいかを考えるとのことでし

た。一般論としてYoungの式やAugsbergerⅡ

式、von Harnackの表がありますが、体表面

積に基づくAugsbergerⅡ式、von Harnackの

表が比較的有用であること、また、TDMの考

え方からみれば濃度作用関係は変わらないこ

とから、同じ血中濃度にすれば受容体レベル

での反応は同じため同じ効果が期待できるも

のとしてとらえるとのことでした。もちろん

受容体発現量、受容体刺激後の反応、生理機

能が及ぼす影響などが小児と成人では同一と

は限りませんが、有効血中濃度に当てはめる

と効果を期待でき、副作用発現率も低下する

とのお話でした。

また、薬物動態を決定する因子として「分

布容積」「クリアランス」についてのお話が

ありました。分布容積は、薬物が体内にどれ

だけ広がるかの目安であり、血中濃度を指標

とするもので、クリアランスは、薬物を血液

中から除去する能力で、薬物の消失速度をそ

の薬物を含む血液量に変換したものと教えて

いただきました。

今回、小児と成人での薬物量の考え方や薬

物はどう入ってどう代謝され消えていくのか

という薬物動態、ADMEについてご教授いただ

きました。薬物動態について今後も学習して

いきたいと思います。

令和５年度第３回沖縄県薬剤師研修協議会主催講演会報告
「小児薬用量設定の基本となる薬物動態の知識」

	 日時：令和５年 12 月 10 日（日）10：00 ～ 11：30

	 会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

学術研修委員会
春田 崇彰

学術研修

講師
山本 康次郎

群馬大学大学院医学系研究科臨床薬理学分野教授
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令和５年11月12日午前10時からセルラース

タジアム那覇の軒下において開催しました。

当日はあいにくの雨模様で足取りが気になり

ました。その日は他のイベント（歩け歩け運

動など）も多くあり出だしは悪かったですが、

少しずつ骨密度、血圧測定をされる方が増え

てきました。他のイベントで多くの方がセル

ラースタジアム那覇に来場されている関係も

あり、おくすり相談会も105名の来場者数と

なり大盛況でした。また、その日は学術大会

と重なり相談員は少なかったですが、スタッ

フ全員でカバーできたと思います。

骨密度に対する関心はかなり高く特に女性

の方からの質問が多くみられました。「骨密

度が低いとどうなるのか」「骨折したことが

あるが密度は落ちるのか」「今服用中の薬と

の関係はあるのか」、さまざまな質問を受け

ました。

中にはおくすり手帳を持参して詳細な説明

を求める高齢者もいました。骨密度、血圧測

定をすることで今抱えている疾患、病気のこ

となどの相談も多くありました。普段なかな

か病院、薬局などで相談できないことから「相

談会」があることはとても有効だと感じまし

た。

また、沖縄県は「長寿県」と言うイメージ

が国民の中にはありますが、現在は全国で25

番あたりの平均寿命となっています。戦前、

戦後のスローライフから一気に高脂肪、高糖

質の食生活になったと思われます。この欧米

化の食生活などで脂質の摂取により動脈硬

化、肥満、糖尿病などの疾患、病気が増えて

います。こういう背景から我々薬剤師も少し

でも健康相談の場を増やして「食事指導を含

めた薬の服用、説明」などを啓蒙していかな

ければならないと感じました。

第188回健康とおくすり相談会報告
	 日時：令和５年 11 月 12 日（日）10:00 ～ 15:00

	 場所：沖縄セルラースタジアム那覇

	 担当：那覇地区薬剤師会

月例相談会

ももたろう薬局なは店
桃原 泰誠

おくすり相談会会場風景
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地道なことですがこういう機会（場）を通

して沖縄県の長寿健康を取り戻せたら良いの

ではないかと感じた一日でした。こういう機

会がまたあれば積極的に参加をして行きたい

と思います。

◇健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

〇吉田 洋史　　〇吉田 安樹　

〇又吉 智賀子　〇外間 安次　

〇山城 晶　　　〇桃原 泰誠

左から桃原泰誠、山城晶、又吉智賀子、
古謝玄太（沖縄県薬剤師会副会長）、吉田洋史（敬称略）

左から吉田洋史、外間安次、桃原泰誠、吉田安樹、
又吉智賀子（敬称略）

どしどし
お寄せ
下さい！

　おきなわ薬剤師会報は皆様の会報です。 
　広報委員会では、 会員の皆様からの原稿や
作品を多方面にわたり募集致します。 活発な
御投稿をお待ち致しておりますので、 是非、 
御協力下さいますようお願い致します。

【会報表紙及びカット写真】
　写真にタイトルを付けて奮ってご応募願い
ます。 写真の採否、 掲載月については広報委
員会に一任頂きますのでご了承下さい。 表紙
写真はカラー、 カットについては白黒印刷と
なります。 

【会員からの意見箱】
　皆様の質問、 意見、 主張を掲載します （薬
剤師会活動や社会に対する本音など何でも結
構です）。 日常業務の中での疑問、 薬剤師会
活動、 賠償責任保険、 医薬分業、 一般薬販売
等について質問を受け付けます。

　・誌上匿名は可能です。 
　・回答者を指名されても結構です。 

【寄稿コーナー】
　勤務薬剤師としての立場から見られた日常
業務、 過去、 現在の職場に対する長短所・要
望等。 若い先生方からの御意見、 御投稿をお
待ちしております。 
　同時にベテランの先生方からの店舗経営に
関する事、 開業顛末記等、 今後の進路を決め
る若い先生方へのアドバイス等についても募
集します。 

【会員作品・趣味のコーナー】
　会員からの作品・趣味等を随時募集してお
ります （手記、 随筆、 紀行文、 詩、 短歌、 俳
句、 川柳、 写真、 絵画、 毛筆等の作品、 ス
ポーツ同好会や趣味の集い等の紹介や活動状
況報告など何でも歓迎します）。 

☆原稿送付先（会報に関する問い合わせ）
　沖縄県薬剤師会事務局 大城まで　　　〒901-1105 沖縄県島尻郡南風原町字新川 218-10
　　　　　TEL 098-963-8930   FAX 098-963-8932  　　　e-mail: kouhou@okiyaku.or.jp
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コロナ前までは、現地開催のみでしたが、今回はライブ配信のみのフォーラムとなりました。「地

域における卸勤務薬剤師の活動について」というテーマで、２つの発表がありましたので、ご報

告させていただきます。

１．九州ブロック：九州ブロックWEB合同研修会へのチャレンジ
コロナ禍を機に、研修の方法を見直さざるを得ない状況になり、継続研修会について協議が行われた。

テーマ：Withコロナの継続研修へのチャレンジ

目　的：JGSP基準10時間／年を目指そう

方　針：九州ブロック１支部１WEB講座を担当して、全支部で年間10時間をクリアしよう

会員数の違い、今までは各支部のみで開催していたこともあって、チャレンジするにあたって、

アンケート形式で事前調査を行って、各支部がスムーズに運営できるように支部役員等が努力さ

れているのが分かりました。こうして決まった方針は以下の通りです。

◎１支部が１講座で受け持ってWEB研修を開催しよう

◎テーマ・講師は支部で決めて良い　

◎2023年11月から2024年３月まで実施する

◎支部でのWEB研修実施は、「ハイブリッド」「集合」「WEBのみ」選択可能

◎ツールはTeamsウェビナーで事務局がキーとなる

◎WEB研修会の進行は、担当支部が行う

2023年11月に熊本支部からスタートして、４回の研修が終了しています。

研修後のアンケートも実施しています。

●受講後の良い点

・WEBなので会場へ移動しなくてよい

・九州各支部の講演を受講できる　　等

●プロジェクトメンバーへのアンケート

　　（苦労した点、大変だと思う点）

・会社の仕事が忙しい時にいろいろしなくてはいけなくて、目が回りそうだった

・会員数が多い支部は協力者が多くてよいが、そうでない支部は負担が大きすぎる　　　等

日本医薬品卸勤務薬剤師会2023年度「フォーラム」参加報告
	 日　　時：令和６年１月 18 日（木）14：00 ～ 15：30

	 開催方法：Web 配信

卸勤務部会

株式会社ダイコー沖縄
前原 律子
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 （今までの研修会と比べて、良かった点、悪かった点）

・10時間の研修目標を達成するのに助けになっている

・より多くの他の県の先生の話を聴く機会は貴重だと思う

・集合しないため、大きな会場が不要　　　等

【成果】

・九州ブロック全体でWEB継続研修を実施できた（やり方などの確認ができた）

・他支部とのつながりが強化できた　　　　等

【来期　合同WEB研修を開催するとしたら・・・】

・方針や年間スケジュールを早めに決定して、準備期間を十分とる

・テーマの選定、講師の選定・依頼などは会員全体で協力する　　　等

３年間のコロナ禍を経て、withコロナでいろいろなことが変更、改善を求められている現在、

九州ブロックの継続研修のあり方、チャレンジは大きな成果を得ることができたと思います。

２．北陸ブロック：薬剤師が携わる業務と不在時対応について
許認可管理、温度管理、特殊な製品の管理→新型コロナ出社停止→不在時対応

アンケート形式による実態調査の実施

◎流通管理品目

担当者不在時

①他の支店の担当者が確認

②担当者出社後の納品をお願い

営業時間外に初回注文が来た場合

①メーカーから納品可の返答

困った事例

・確認、納品に時間がかかり、クレームを受けた

・薬剤師、代行者が退社後に受注があり、支店長から薬剤師に連絡があり出勤対応した

工夫した事例

・他の事業所の薬剤師に確認してもらう

・担当者不在時は他事業所の薬剤師に連絡できるよう、事前依頼している

◎麻薬・覚醒剤原料

担当者不在時

①担当者出社後の納品をお願い

営業日の時間外に注文が来た場合

①翌営業日の納品をお願い
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②所属長の承認があれば納品

営業日の時間外や、休業日の出庫は誰が対応するのか

①担当者（薬剤師を含む）

②必ず薬剤師

困った事例

・代行者が作業に不慣れなため、製品番号順に出庫できなかった

工夫した事例

・出庫時のマニュアルを作成した

・時間外出庫は、原則納品禁止で、お断りするように伝えている

◎許認可確認

困った事例

・許認可等を確認できないために納品を断ったところ、クレームがきた

工夫した事例

・許認可等が確認できない先への納品ができないことを常に徹底する

恐らく、各支店に薬剤師が不在の場合、代行者をおいていると思いますが、麻薬・覚醒剤原料

等は法律的にも厳しく規制されているので、座学、実作業など教育訓練をしっかり実施すること

が重要であると改めて感じました。

また、流通管理品目の納品までの流れ（時間がかかる）を得意先に理解してもらうこともクレー

ムにならないようにするためには必要なことだと思います。

　　　沖縄県薬剤師連盟 Facebookをご覧下さい！

下記アドレスより、お待ちしております。ホームページからも閲覧できます。
https: / /www.facebook.com/okinawayakuren/

お知らせ
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●厚労省　大麻グミ等販売禁止に-成分含有38製品を
告示（薬事日報12月25日）
厚生労働省は21日、指定薬物の成分を含む製品以外で、

生産・流通を広域的に規制する必要があると認められ

た38製品について、医薬品医療機器等法に基づく官報

告示を実施した。大麻グミに含まれる「HHCH」に化学

構造が類似する「HHCP」など5成分が含まれると見られ

ている。厚労省によると、大麻グミの成分であるHHCH

が2日に指定薬物に指定されて以降、類似構造を持つ

HHCPやTHC-POなど5成分を含む製品が流通し、健康被

害を及ぼす事例も確認されているという。販売形態は、

クッキー、グミ、紙、ワックスなど多岐に渡る。

●規制改革会議WG　濫用薬の販売停止要求-厚労省否
定的（薬事日報12月26日）
政府の規制改革推進会議健康・医療・介護ワーキング

グループが21日に開かれ、委員からは若年層の市販薬

濫用が社会問題化している現状を重く見て、コデイン

など濫用の恐れのある医薬品6成分について、代替成

分への移行や一時的な販売停止を求める声が出た。こ

れら意見に厚生労働省は難色を示し、販売規制の強化

による対応を強調した。

●インテージ・23年売れたもの　強心剤、口紅が伸び
率上位（薬事日報12月27日）
インテージは、日用消費財の中で何がより売れたかを

推定販売金額の伸びから振り返る「2023年売れたもの

ランキング」を発表した。それによると、1位は強心剤

で、2位に口紅が入り、コロナ禍の時期に苦戦していた

商品の復調が明らかになった。一方、販売苦戦ランキ

ングでは1位に体温計、2位に殺菌消毒剤が入り、3位と

なったマスクは夏場以降は前年比6割台と低迷した。

●珠洲市に「移動薬局車」派遣…高血圧など200種類
の薬提供（読売新聞1月7日）

厚生労働省は７日、能登半島地震の被災者に薬を提供

する「移動薬局車」（モバイルファーマシー）が、石

川県珠洲市に派遣されたと発表した。石川県が同県薬

剤師会に要請し、日本薬剤師会が調整していた。現地

に入ったのは岐阜県薬剤師会と岐阜薬科大の移動薬局

車。薬剤師と日本医師会の災害医療チーム（JMAT）の

医師が同行している。高血圧や糖尿病の治療薬など約

200種類の薬を供給できる。災害救助法に基づき、被

災者は費用負担なしで利用できる。今後、2台が追加

で派遣される予定という。

●チャットGPT、副作用見逃す-高血圧薬情報の大半
不一致（薬事日報1月15日）
米国の医薬品情報データベース「レキシコンプ」に搭

載されている米国食品医薬品局（FDA）承認の高血圧治

療薬30品目の副作用情報について、生成AIのチャット

GPTにより生成された内容と比較したところ、全て一

致した品目はわずか2品目（6.7％）にとどまったこと

が、岩手医科大学薬学部臨床薬学講座地域医療薬学分

野の松浦特任教授らの研究で明らかになった。生命に

直結する医薬品情報は100％の正確性が求められるが、

現時点でチャットGPTは薬剤師業務を代替できないと

考えられた。今後、生成AIをどのように薬剤師業務に

活用できるか一層の検討が求められそうだ。

●「特例で限定出荷解除」を、視察の武見厚労相に要
望　石川県薬（日刊薬業1月18日）
石川県薬剤師会の中森会長は18日、金沢市内を視察で

訪れた武見厚生労働相と対面し、被災地で必要とされ

る医薬品を確保するため製薬各社が石川県内で特例的

に医薬品の限定出荷を解除するような施策を講じるよ

う要望を出した。また、自身が経営する薬局から聞き

取りを行い、去痰剤カルボシステインや解熱鎮痛剤カ

ロナール、気管支喘息・アレルギー性鼻炎治療剤モン

テルカストなど10種類の薬が納品できていない状況も

伝えたという。
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●医薬品一般●

[質問] 頭に湿疹ができて膨らんできたので皮膚科で

切除した。まだ痒みがあったので、トプシムローショ

ン（一般名：フルオシノニド）とビラノア（一般名：

ビラスチン）をもらった。トプシムローションは副腎

皮質ホルモンというものみたいだが、使っても大丈夫

ですか。また、前にもらったリンデロンクリーム（ベ

タメタゾン吉草酸エステル）が残っているがどっちを

使った方が良いですか。

[回答] 副腎皮質ホルモンの外用薬は腫れやかゆみな

どの症状を改善します。決められた用法・用量を守っ

て正しく使えば心配はありません。また、頭皮に使用

する場合軟膏やクリームだと塗りにくいためローショ

ンのような液剤タイプが使用されます。リンデロンク

リームはトプシムローションとは成分が異なります

が、同じ副腎皮質ホルモン剤に分類されます。どちら

が良いかといった質問ですが、症状や部位によって処

方される薬剤は異なりますので、今回処方された薬剤

を使用するようにしてください。

[質問] 睡眠薬を飲んでも眠れず、心が不安定でわさ

わさが続いている。頓服薬のロラゼパムとリスペリド

ンを飲んでも効いてないみたい。どうしたらいいです

か。

＊服薬状況

朝昼夕：セディール

寝る前：トラゾドン、ベンザリン、ゾピクロン、ミル

タザピン

頓　服：ロラゼパム0.5mg、リスペリドン2mg（1週間

前に1mgから2mgに増量）

[回答]気分がすぐれないことについては主治医にご相

談ください。睡眠薬のゾピクロンは睡眠導入効果が期

待される薬剤です。睡眠の途中で目が覚めてしまうこ

とのないよう熟眠タイプの睡眠薬もありますので、こ

ちらについてもご相談されるといいでしょう。

[質問] かかりつけの病院が閉院し、マリキナ配合顆

粒が手に入らない。調剤薬局に電話して聞いたがどこ

もないという。どこで扱っているのか教えて欲しい。

[回答] マリキナ配合顆粒を扱っている医薬品卸に確

認したところ、今は出荷調整の影響等によりお薬が不

足している状況との事です。このお薬の先発品はPL顆

粒、後発医薬品にはトーワチーム配合顆粒、サラザッ

ク配合顆粒、セラピナ配合顆粒等があります。薬局で

は風邪等で処方される事が多い薬剤なので、同一成分

で商品名の異なる薬剤であれば殆どの調剤薬局でお出

しできる状況と思います。予めお電話で確認してから

薬局へ行かれるといいでしょう。

[質問] 2日前に子供が発熱し抗インフルエンザ薬のタ

ミフルドライシロップを処方された。その夜に1回飲

んだところ、眼が上にいったり、痙攣が始まった。翌

朝も飲ませたが、怖くてそれから飲ませていない。今

日は1日平熱で元気もある。アセトアミノフェン坐薬

は持っているが、どうしたらいいですか。

[回答] タミフルは1日2回5日間服用するお薬です。す

でに中断していますので、再開されても十分な効果が

出ない可能性があります。現在平熱で元気があるとの

事ですので、そのまま様子を見て頂いて、熱が出たら

アセトアミノフェン坐薬を使うようにしてください。

ただし、普段と違う症状がみられましたら、受診する

ようにして下さい。

[質問] 15才（45Kg）の子が今朝から39℃の熱が出て

いる。今日病院でインフルエンザの検査をしたかった

が、検査できないので明日来るように言われた。家に

はカロナール500mgが2錠ありますが、飲ませてもいい

ですか。

[回答] インフルエンザの場合、熱の出始めは正確な

検査結果が出ないことが多いので、明日の検査になっ

たのでしょう。通常15才以上は成人量になりますので、

成人量の500 mgを1錠服用し熱が下がらなければ4-6時

間あけて再度服用してください。1日3回が目安となり

ます。

[質問] 6歳児。インフルエンザ治療薬を昨日処方され

たばかり。1回目はちゃんと飲めたが、2回目の分を飲

んだ直後に吐いてしまった。

[回答] 服用直後であれば、お薬は殆ど体の中に吸収

されていないと考えます。再度お薬を服用させてくだ

さい。1回分減ることになりますが、治療に影響はな

いかと考えます。

[質問] 1週間前に眼に洗剤が入ったので水で洗った

が、念のため受診した。処方されたレボフロキサシン

点眼液はいつまで使用しますか。
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[回答] 洗剤が目に入り洗顔しているうちに、目に傷が

ついてしまったのかもしれませんね。現在特に眼に違

和感がないのであれば終了してもよいと思いますが、

念のため主治医に確認されたほうがいいでしょう。

●安全性情報●

[質問]5日前から体調を崩している。今日も熱が38-

39℃ある。カロナール300mgが無くなったのでタイレ

ノールを2回飲んだ。喉が渇いてきつい。頭痛、筋肉

痛も続いている。検査キットで確認はしてないが、薬

の副作用ですか？他に薬は飲んでいません。

[回答]どちらの医薬品も成分はアセトアミノフェンで

す。現在の症状についてはお薬の副作用の可能性は低

いと考えます。症状が長引いていますので早めに発

熱外来を行っている医療機関を受診された方が良い

でしょう。発熱時は汗も出て体の水分が失われ脱水症

になる事もあります。水分はこまめに摂るようにしま

しょう。

[質問]最近検査値のγGPTが上がっている。1年前に飲

み始めたユベラNカプセルのせいですか。途中からト

コフェロールニコチン酸塩100mgに替わったけど同じ

ものですか。1日3回飲んでいる。

[回答] トコフェロールニコチン酸塩100mgはユベラN

カプセルと同一成分の医薬品です。どちらも同じトコ

フェロールニコチン酸塩が成分です。肝機能の検査値

が上がる等の副作用は0.1％以下の頻度で報告されて

います。処方医に検査値のデータを確認していただき

相談するようにしてください。

[質問] 看護師さんからインフルエンザワクチンも

打った方が良いと言われたが、どの位空けた方が良い

ですか。

[回答] 新型コロナワクチンとインフルエンザワクチ

ンとの同時接種は可能です。また、それぞれのワクチ

ンを別の日に接種する場合の接種間隔についても制限

はありません。

[質問] 腹痛で病院を受診した。ラックビー微粒Nが処

方されたが服用後から布団まで便で汚して大変だっ

た。夜中に散々家族に怒られた。腕も力が入らない。

支えられない。この薬は飲まない方が良いよね？

[回答] このお薬は腸内細菌の環境を整えて、下痢や便

秘などの症状を軽減する整腸剤です。ただ、現在の症

状について副作用の可能性は否定できませんので、服

用されない方が良いかと思います。下痢が続いていま

すので、早めの受診を勧めます。

[質問]歯が痛くて歯科を受診したら腫れが引いてから

治療しようと言われてジスロマックをもらった。朝11

時半に飲んだが、夜はお酒を飲む仕事をしている。ど

うしたらいいですか。

[回答] アルコールには血流を良くする作用があるた

め、患部の炎症を悪化させてしまう恐れがあります。

このお薬は7日間効果が続きますので、その間の飲酒

はできるだけ控えめにしましょう。

[質問] SPトローチ（一般名：デカリウム塩化物）を

耳鼻科でもらった。カンジダ症が悪化するのではない

か。

[回答] SPトローチは、口やのど等口の中の細菌を殺

す働きがあります。できるだけ長く口の中に含み、唾

液により徐々に溶かされ患部に作用します。なお、体

内に吸収されないため、カンジダ症が悪化するような

ことはありません。

[質問] 漢方薬のツムラ半夏瀉心湯、補中益気湯、六

君子湯、七物降下湯を持っている。組み合わせて飲ん

でもいいですか。

[回答] 漢方薬は各々 7-8種類の生薬が配合されていま

す。特に生薬のカンゾウなどは過量に飲むと重大な副

作用が出ることがあるため、注意が必要です。今お持

ちの漢方薬の3種類にカンゾウが含まれています。ご

自分の判断で組み合わせて飲むのは危険ですので、必

ず処方医に相談してください。

[質問] 精神科のクリニックに通っている。リボトリー

ル（クロナゼパム）1.25mgを処方されたが、不安と興

奮が出てきている。頓服でオランザピンも出ているが、

リボトリールを飲んだ方が良いですか。

[回答] リボトリールは、脳の興奮している状態をしず

める作用があるお薬です。また、オランザピンは、強

い不安感やイライラする症状を改善して、気分を安定

させる効果があります。今の症状であれば、頓服で処

方されているオランザピンを服用された方が良いかと

考えます。ご不安やご心配がありましたら、主治医に
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ご相談ください。

[質問] 主人がロスバスタチン5mgを毎朝1錠飲んでい

る。今朝誤って2個飲んだみたいですが、病院も薬局

も閉まっていて聞くことができません。大丈夫ですか。

また、最近飲むのを忘れてしまう事があります。

[回答]コレステロールの値は一時的にいつもより下が

ると思われますが、お薬の種類や量からみると健康を

害する可能性は低いと考えます。ただ、お薬を安心し

て使用するためには決められた用法・用量を守ること

が大切です。ご本人に注意すると、気にされる方もい

らっしゃるかと思いますので、毎朝食卓に服用する分

を用意しておくなどしてはどうでしょう。

●妊婦・授乳婦●

[質問] 妊娠25週。便秘で酸化マグネシウム330mgを1

日3回飲んでいる。5日前から貧血の薬フェロミアを朝

夕飲んで翌日の夜に吐き気があり、嘔吐した。飲み合

わせは大丈夫ですか。

[回答] フェロミアと制酸剤の酸化マグネシウムは同

時服用でフェロミアの作用を弱くすることが報告され

ています。ただ、今回の症状はフェロミア単独の副作

用が考えられます。フェロミア等の鉄剤による副作用

の消化管障害は高い頻度（5％）で報告されており、そ

の中でも内服で特に見られる症状が吐き気です。 吐

き気を予防するためにも、空腹時内服は避け、食後に

多めの水と一緒に服用してください。それでも気分が

悪いようでしたら、担当医にご相談ください。他の鉄

剤に変更するか、貧血の程度によっては中止というこ

ともあります。

[質問] 妊娠11週。体に痒み、ぶつぶつが出ている。

皮膚科から蕁麻疹にとフェキソフェナジンをもらった

が、頭痛、痒みも治まらない。3日経つがどうすれば

いいですか。

[回答] 妊娠すると腹部やお尻、胸などが大きくなる

ことで肌が引き延ばされて乾燥状態になり痒みが出る

ことがあります。痒みが強いと不眠につながる可能性

も出てきます。早めに産婦人科の医師に相談された方

が良いでしょう。

[質問] 妊娠19週目。コロナにかかり鼻水がひどいの

で、前にもらったツムラの小青竜湯を飲んでもいいで

すか。

[回答] 小青竜湯の成分である麻黄にはエフェドリン

が含まれています。エフェドリンには心臓刺激作用等

があるため、胎児の心拍数が上がる可能性があります。

これまで小青竜湯により胎児へ影響があったという報

告はありませんが、胎児へ血液移行することがわかっ

ていますので注意が必要です。必ず担当医からの指示

を仰いでください。なお、妊娠中であっても必要時に

は短期間処方されることはあります。不安があれば主

治医にご相談ください。

●高度管理医療器など継続研修関連●

[質問] 高度管理医療機器の取扱いをやめるが、許可

証には5年後の日付けが記載されている、届け出とか

必要ですか。（薬局）

[回答] 管轄の保健所に廃止届を提出してください。そ

の際以下の書類が必要となります。なお、届け出をす

る前に保健所に確認されることを勧めます。

①廃止届

②許可証の原本

●その他の質問●

[質問] コロナのPCR検査をしたいが、どこでやってい

るのか。

[回答]県の補助事業の無料PCR検査は全て終了してい

ます。現在、一部の薬局においては有料でPCR検査を

行っています。また、発熱外来をやっている医療機関

においてもPCR検査や抗原検査を実施しています。た

だ、抗原検査の方が迅速に判定できるため、多くの医

療機関では抗原検査の方を使用しているかと思いま

す。PCR検査の実施状況については、各医療機関にお

問い合わせください。

[質問]病院への苦情申し立てはどこにすればいいです

か。

[回答] まずは、受診先の医療機関等の窓口にご相談く

ださい。医療機関によっては、中立でお話を聞いてく

れる患者相談窓口があります。それでもわからなかっ

た、また相談の仕方がわからない等お困りでしたら沖

縄県医療安全相談センターへご相談ください。

（TEL：098-866-1260：平日のみ）

[質問]薬剤性ジストニアの症状があり、寝たきりに
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なっている。A病院ではもう何もやることはない、そ

の他の病気が隠れているかもしれないと、B病院を紹

介されたが、そこでももう他にやることはないと言わ

れた。薬剤師さんなんだから死ぬ方法を教えてくださ

い。（3度のご相談）

[回答] 「沖縄いのちの電話」をご紹介

TEL：098-888-4343（毎日午前10時～午後11時、年中

無休）

[質問] 栄養に詳しい知人からシリカ水を勧められた。

どんなものか教えて欲しい。

[回答] シリカ水とは、「シリカ（ケイ素Si）」という

ミネラルが溶け込んだ水のことです。ケイ素は人の体

内の微量ミネラルで水道水や食品にも含まれています

が、現在ケイ素を多く含む飲料水などの商品が健康や

美容に良いと謳われて販売されています。シリカやケ

イ素の摂取量は通常の食事からの摂取で不足すること

はないと考えられており、多く摂取する事の有効性に

ついては明確な情報は見当たりません。

参考：国民生活センター「シリカやケイ素を摂取でき

るとうたった飲料、健康食品等に関する調査-ケイ素

の摂取は美容や健康に良い？ -」について

［その他ご意見・ご相談］

・エチゾラム0.5でも0.25でも眠れる。問題ないですよ

ね。飲まなくても眠れる時もあるが、これで認知症に

なったわけではないですよね。

・65歳の母が不安症と診断されて、薬を飲んだらだる

くて動けなくなった。このまま治らないんですか。薬

は一生飲み続けるんですか。

・家族の薬だけど、デュロキセチン20を30にかえたら、

便秘、口渇などの副作用が出てきた。医師は症状は副

作用ではないと言い張って、薬を飲むことの恐怖感か

らきていると言う。抗精神病薬にかえようかとも言わ

れた。抗精神病薬を飲ませようとしている。PMDAにも

メーカーにも電話したが、自分のいう事が当たってい

る。

・子供の処方せんを持っていったら「メンタルに問題

があるんですか？」と言われた。何か根拠があって言っ

ているのか。

・漢方コーディネーターとはどのような位置づけで

しょうか。

・お薬手帳を薬局が在庫がないともらえなかったとい

うが、どこでもらえますか。

・薬局の対応が悪かったので薬剤師の名前を確認しよ

うと思ったら、薬袋に名前がない。これでいいのか？

処方医の名前はあるのに、薬を出した薬剤師の名前が

ないというのはおかしいのではないか？態度も悪い

し、こんな事やっている薬局はダメだと思う。責任を

持つなら名前を入れるべきではないのか？

・薬局が「いつもありがとうございます」と言う。お

かしいのではないか？「お大事にして下さい」と言う

べき。誰も体調を崩して薬は飲みたくないのに、「い

つもありがとう」なんて。いい加減にしてほしい。

・打ち身には何の薬を使ったらいいですか。

●医療機関から●

[質問]ゾコーバは12歳以上に処方できるが、子供医療

で無料になりますか。（薬局）

[回答] 子供医療費助成制度は、現在国で統一された制

度ではなく、市町村ごとに対象年齢等が定められてい

ます。患者様の居住地の当制度の対象年齢であり、か

つ保険適用対象であれば、子供医療費助成の対象とな

ります。処方を受けた本人がその証書をお持ちであれ

ば対象となります。

[質問] 幼児のアデノウイルス感染症の出席停止期間

について。熱が出た場合に解熱後登園は何日後なのか。

1日後だったり2日後だったり情報があいまいなので教

えて欲しい。（薬局）

[回答] 咽頭結膜熱（プール熱）は第二種の感染症に指

定されています。学校保健安全法施行規則および「2018

年改訂版保育所における感染症対策ガイドライン」（厚

生労働省）の中で，主要症状が消退した後2日を経過

するまでを出席停止期間として定めています。

参考：上記ガイドラインより

（出席停止の期間の基準） 第十九条令第六条第二項の

出席停止の期間の基準は、前条の感染症の種類に従い、

次のとおりとする。

 咽頭結膜熱にあっては、主要症状が消退した後二日

を経過するまで。
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【今月の特集】
◇ medicina　61 巻 1 号　
＊その知見は臨床を変える？　エキスパートが解説！ 

内科における最新論文
◇エキスパートナース　40 巻 1 月号
＊看護の “ 今、こうしている ” がわかる看護の最新

トレンド 2024 ／何がダメ？どう直す？どう指導す
る？看護記録の “NG”

◇エキスパートナース　40 巻 2 月号
＊写真でわかる！正解ポジショニング［基礎編］［実

践編］［応用編］／知っておきたい不妊治療のいま 
◇きょうの健康　1 月号
＊腰・背中の悩み、排泄の悩み
◇きょうの健康　2 月号
＊高齢者・女性・子どもの糖尿病
◇月刊薬事　66 巻 1 号
＊評価スケールの読み方，活かし方
◇月刊薬事　66 巻 3 号
＊血中濃度の変動要因を見極めよう 悩ましい薬物動態

の諸問題
◇産科と婦人科　91 巻 1 号
＊産婦人科診療ガイドライン婦人科外来編 2023 改訂

のポイント - 感染症・女性医学編 -
◇産科と婦人科　91 巻 2 号
＊産婦人科診療ガイドライン婦人科産科編 2023 改訂

のポイント
◇総合診療　34 巻 1 号
＊ “ 体験型 ” 臨床クイズで習得する！　フィジカル診

断エクセレンス
◇総合診療　34 巻 2 号
＊日常診療で出合う筋骨格疾患　脳神経内科と整形外

科からのアプローチ
◇調剤と情報　30 巻 1 号
＊説得力満点の服薬指導に！製剤学で疑問を “ 粉砕 ”
◇調剤と情報　30 巻 2 号
＊薬局のための 外国人患者応対のポイントとコツ
◇治療　106 巻 1 号
＊血液培養＆グラム染色に恋せよ
◇治療　106 巻 2 号
＊ロスジェネを診よう

◇日経ドラッグインフォメーション　314 号
＊検証！気になる副作用 5 選
◇日経ドラッグインフォメーション　315 号
＊薬局・病院 1600 人大調査　薬剤師とスキルアップ
◇日本医事新報　5198 号　
＊フレームワークを活かした腹部 POCUS- プライマリ・

ケア診療に定着させる考え方
◇日本医事新報　5199 号　
＊心エコー検査で読み解く心不全のストーリー
◇日本医事新報　5200 号　
＊救急・当直で診る薬疹
◇日本医事新報　5201 号　
＊脳神経内科外来で出会う「肩こり」- コモンな第 4

の神経症状
◇日本医事新報　5204 号　
＊専門医へつなぐ食物アレルギー診療
◇日本医事新報　5205 号　
＊頻尿の鑑別診断・フォローアップ手順ガイド
◇薬局　75 巻 1 号
＊基礎薬学とエビデンスからおくすり比べてみました
◇薬局　75 巻 2 号
＊子どものためのステロイド外用剤のレシピ

【今月の論文等】
■薬物療法■
▶慢性咳嗽に対する新薬の使いこなし方
　Medicina61（1）p.37
▶梅毒をリプライズ - あたらしい「治療」と「予防」
　Medicina61（1）p.64
▶肥満症に対する薬物療法の最新知見 - 新薬登場によ

る治療法の変化
　Medicina61（1）p.88
▶片頭痛のマネジメント - 新薬登場による治療法の変化
　Medicina61（1）p.152
▶認知機能低下に追加された糖尿病治療薬
　日経ﾄﾞﾗｯｸﾞｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ　（315）p.PE043
▶小児の喘息にステロイドは効果がありますか？
　ランドマークスタディと路地裏エビデンス、臨床で

の使い方
　治療 106（2）p.128,p.220

今月の特集・論文
Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より特集および文献情報を掲載しました。
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■新薬■
▶添付文書から RMP、審査報告書まで 新薬ななめ読み
［39］

　コレチメントⓇ錠 9mg（ブデソニド） 
　月刊薬事 66（1）p.130
▶添付文書から RMP、審査報告書まで 新薬ななめ読み
［40］

　リットフーロⓇカプセル 50mg（リトレシチニブト
シル酸塩） 

　月刊薬事 66（3）p.130
▶鉄欠乏性貧血の治療を再考する ～高用量静注鉄剤の

登場～ 
　新薬と臨牀 73（1）p.19
■安全性情報■
▶医薬品適正使用・育薬フラッシュニュース
　・OTC かぜ薬の長期服用による間質性肺疾患
　・ループ利尿薬中止後のカリウム補給薬の漫然処方
　薬局 75（1）p.104
▶医薬品適正使用・育薬フラッシュニュース
　・BZ 薬は漸減しても離脱症候群を生じる
　・睡眠薬の中止に対する医師と患者の認識のズレ
　薬局 75（2）p.132
▶不整脈の副作用を考慮すべき脂質異常症治療薬
　日経ﾄﾞﾗｯｸﾞｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ（314）p.PE041
▶ビスホスホネート製剤×顎骨壊死　抜歯時の休薬が

原則必要なくなったのはなぜ？
　日経ﾄﾞﾗｯｸﾞｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ（314）p.PE012
▶論文で読み解くくすりのリスク～ GLP-1 受容体作動

薬と消化器系有害事象との関連は
　日経ﾄﾞﾗｯｸﾞｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ（314）p.PE38
▶論文で読み解くくすりのリスク～セフトリアキソン

とランソプラゾールの併用と心停止の関連性は？
　日経ﾄﾞﾗｯｸﾞｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ（315）p.PE022
▶クエストラント同時服用が不適な薬剤
　日経ﾄﾞﾗｯｸﾞｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ（315）p.PE041
▶薬剤性ミオパチー（薬剤性筋障害）
　日本医事新報（5198）p.42
▶耐性菌を増やさないための抗菌薬適正使用の知識―

―高齢者施設での抗菌薬適正使用
　調剤と情報 30（2）p.59
■薬剤師業務■
▶数字でみるステロイド外用剤 - 薬剤選択・情報提供

の裏付けとなる薬学的データ
　皮膚外用剤 - 適正使用と患者説明
　薬局 75（2）p.31
▶ステロイド外用剤の適切な継続期間の設定・判断

は？やめ方は？

　薬局 75（2）p.96
▶ステロイド外用剤の子どもに対するネガティブ情報

との付き合い方①　成長障害への不安のスキマを埋
める

　薬局 75（2）p.39
▶外国人患者の現状と薬剤師の対応実態
　調剤と情報 30（2）p.8
▶外国人患者とのコミュニケーションツール
　調剤と情報 30（2）p.20
▶症状別！ 迷子にならない OTC セルフケアマップ　

風邪に対する漢方薬の選び方─初期編
　調剤と情報 30（2）p.52
■漢方療法■
▶ぐっとよくなる！ 漢方処方快訣ビフォーアフター
　〈第 1 回〉かぜ症状に対する漢方の使い分け
　かぜには葛根湯，…のみにあらず
　薬局 75（1）p.97
▶芍薬甘草湯がこむら返りに早く効く理由とは
　日経ﾄﾞﾗｯｸﾞｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ　（314）p.035
■その他■
▶抗菌薬の散剤には、なぜジュースと混ぜてはいけな

いものがあるの？
　調剤と情報 30（1）p.8 
▶未開封・開封後の点眼剤はどれくらいの期間使用で

きるの？ 
　調剤と情報 30（1）p.35
▶冷蔵庫で保管する点眼薬は常温で持ち歩いてもよい

のか？
　調剤と情報 30（1）p.45 
▶一度融けた坐剤は、固まれば使っていいの？
　調剤と情報 30（1）p.66
▶ほうりつのおとしあな　法律違反事例から学ぶ おじ

さん薬剤師の憂鬱　処方箋医薬品を販売したら行政
処分を受けてしまいました

　調剤と情報 30（1）p.111 
▶ほうりつのおとしあな　法律違反事例から学ぶ おじ

さん薬剤師の憂鬱　処零売の根拠が説明できず患者
さんに怒られてしまいました

　調剤と情報 30（2）p.85
▶壮年期のメンタルヘルス
　治療 106（2）p.186
▶基礎研究の結果と臨床研究の結果に違いはあります

か？
　薬局 75（1）p.6, p.106
▶薬物動態に影響を及ぼす要因は臨床でどこまで考慮

すべきか 
　月刊薬事 66（3）p.17
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〇計画的試験を実施しています
　令和５年度 計画的試験は以下の項目で実施します。

　① dl- エフェドリン塩酸塩の定量試験　②漢方薬の細菌試験

　試験検査センター利用契約を結んでいただいている薬局へ１月に封書にて、検体提出などにつ

いてご案内しました。検査終了後、成績書をお送りしますので、管理日誌に記載お願いいたします。

〇日薬　試験検査センター連絡協議会・技術研修会（富山県）へ参加しました
　令和５年 12 月 14 日は協議会・研修会、15 日は富山県に在るダイト株式会社へ施設見学があ

りました。ダイト株式会社は原薬事業と製薬事業を同時に行っている国内では数少ない企業です。

医薬品供給不足の問題に関し、同社では原薬生産の増産体制を整え、品質管理体制の拡充を行っ

ていますが年間計画や品質検査に対応する能力にも限界があり、供給問題の早急な解決は難しい

状況ということです。

①利用契約をすると
　・調剤過誤が疑われた場合の処方薬の検査が無料

　・日薬の医薬品計画的試験を無料で実施

　・ダニアレルゲン検査を実費のみで実施！（1,100 円 税込み）

　・その他検査に係ることについて電話相談対応

　※詳細は、試験検査センターへ (電話：098-963-8934　Mail：siken@okiyaku.or.jp)

②利用契約料は
　①代表者が県薬会員、または賛助会員の場合

　　契約料　１万円 /年　　　 ※新規申込の際は、初年度のみ登録料として１万円

　②代表者が非会員の場合

　　契約料　15 万円 /年　　　※新規申込の際は、初年度のみ登録料として 10 万円

　※利用契約がない場合、検査１件あたり５万円程度の検査手数料をいただきます。

〇ダニアレルゲン検査について
　薬局等でこども用のベッド、マット、畳間などやぬいぐるみなどの布製品
についてダニアレルゲン検査を実施しませんか？
　当センターでは学校環境衛生基準に基づいたダニアレルゲン検査を実施し

ています。

　患者様に安心を提供するため薬局での衛生管理に活用してみてはいかがでしょうか。

　👉検査料：１検体で 3,520 円（税込み）、２検体で 5,940 円（税込み）

　　 ダニアレルゲン検査についてのお問合せは、試験検査センターまでご連絡下さい。

　　 電話：098-963-8934　　　　Mail：siken@okiyaku.or.jp

利用契約推進中！

試 験 検 査 センターからのお知らせ
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シャタバリ：アスパラグス・ラケモスス
学名　 Asparagus racemosus

英名　Shatavari

和名　野生アスパラガス

科名　キジカクシ科・ユリ科Asparaguceae

属名　クサスギカズラ属 Asparagus

使用部位　根茎

成分　シャタバロシドA(1)、B(2)、イヌリン

　    イソフラボン、フィリアスバロシドC

【シャタバリshatavariの名称・利用】
アスパラガスの仲間は、根の一部が肥大し芋

のようになり、薬効を持つ物もある。アスパラグ

ス・ラケモススの肥大根も薬用になる。インドで

はシャタバリと呼ばれ、アーユルヴェーダによれ

ば、女性の健康増進と生殖能力を高めるために

使用されてきた。また循環器、呼吸器、消化器

系などの様 な々疾患に利用されている。

【シャタバリの分布・生育地】
中国南部から西はインド､パキスタンを通りア

フリカまで、南はマレーシアからオーストラリア

と広い地域に野生生育する。破壊的な収穫と生

息地の破壊、森林伐採により、現在、自然の生

息地では絶滅の危機に瀕している。

【シャタバリの形態・生態】
根系を有する多年草または蔓性常緑樹、野菜

のアスパラガスと同じ属で、芽が出た時はグリー

ンアスパラガスのような形をしている。細かな線

状の葉が多数付いているように見えるが、これ

は茎が細かく枝分かれしたもので、葉状枝、あ

るいは偽葉、仮葉などという。本当の葉は鱗片

状に退化し、茎に張り付くようになっている。伸

びていくと1～2mの長さになる。葉状枝の側に

鋭い刺があり、蔓状になって周囲に巻き付き、イ

バラのように外敵から身を守る。

花は種形容語の racemosusの通り、総状花

序（raceme）で、花の直径は1cmと小型、咲き

始めは白から淡い黄色で、咲き終わりには淡い

桃色になる。逆に、葯ﾔｸ（雄蕊の先にあって中

に花粉を生じる嚢状の部分）は、開く前は紫色で、

開くと黄色い花粉に包まれる。花は、葉状枝が

ほとんど落ちた乾季から雨季の境目に咲くので、

花ばかりがよく目立つ。花後にできる果実は直径

4mmくらいの赤色で、１～２個の黒い種子を含む。

アスパラガスの仲間は、根の一部が肥大し芋

のようになる。アスパラグス・ラケモススは肥大

根を持つ。根の収穫は２年後から可能。

【シャタバリの薬用】
シャタバリは血液と生殖器系の浄化作用があり、

植物由来エストロゲンを豊富に含んでいる。摂取

することで女性ホルモンのエストロゲンと同様の

効果をもたらすとされている。

出産後の子宮の正常な退縮を助ける。授乳期

に使用するのに理想的なハーブである。母乳の

生産を改善するだけでなく、母乳の栄養価を高

めると言われている。インドでは市場に出回って

いるほぼすべてのハーブ授乳促進薬には、主た

る成分としてシャタバリが含まれている。が、一

方で血清プロラクチン濃度、乳児の体重増加量、

母乳量には影響は認められなかったとの報告も

ある。

生理不順の改善、更年期症状の火照りなどの

軽減、その他、抗酸化作用、抗炎症作用、消

化不良・胸やけを鎮める、腸の蠕動運動の活性

化、咳を和らげる、利尿作用、駆虫能などが知

られている。

男性がシャタバリを服用した場合は、滋養強

女性薬剤師部会
狩俣 イソ

第63回　暮らしの中の薬草学
身近な薬草を知ろう

　新聞で「女性の健康に活躍のハーブ：シャタバリ」を読みました。シャタバリは５千年の歴史のあるインドの

アーユルヴェーダの薬草ですが、日本では唯一石垣で栽培されていると知り、調べてみました。
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壮や性欲増強作用があるとされている。これは

シャタバリに含まれるステロイドサポニンによる

もので、ステロイドサポニンには男性ホルモン

であるテストステロン値を一定に保つ働きがある。

テストステロンは強壮効果だけでなく、筋肉を増

強したり性欲を上昇させたりする作用も持つホル

モンである。

シャタバリの芽には苦味があり、媚薬効果が

あると言われている。

【シャタバリの有効成分】
シャタバリは体内のエストロゲンの働きをサ

ポートするイソフラボンを豊富に含み、エスト

ロゲンの減少に由来する更年期障害や PMS（月

経前症候群）などの不調を整える。またシャタ

バロシドやシャタバリンなど、植物性のステロイ

ドサポニンと呼ばれる物質が豊富に含まれてい

る。ステロイドサポニンは女性ホルモンの前駆

物質でもあり、体内で女性ホルモン分泌の補助

的な役割を果たす。その他フラボン、ケルセチン、

ルチン、ケンフェロール、オリゴサッカリド、イヌ

リン、レクチン、葉酸を含む。

【イソフラボン】

イソフラボンは、フラボノイドの１種である。

3-フェニルクロモンを指し、広義にはイソフラボ

ン類に属する誘導体をイソフラボンと称する。狭

義のイソフラボンは生物では検出されない。生

物ではフラバノンの異性化反応によって 5,7,3’-

トリヒドロキシフラボンが作られ、多くは配糖体

として蓄えられる。

エストロゲン様の活性あるいは阻害の両方が

見られ、乳がんや骨粗しょう症では保護的であ

ることを示した報告が存在する。研究報告には、

通常の食事の範囲において予防的な結果が示さ

れていることが多い。

がんリスクの抑制：乳がんリスクのわずかな減少、

胃腸がんでも同様にわずか、前立腺がん、卵巣

がんではリスク低下、結腸直腸がん、結腸直腸

がんのリスクも同様の結果で用量反応関係が見

られた。疫学研究においてヒトにおけるエクオー

ル産生能の有無と前立腺がん、乳がん、更年期

障害の予防や改善効果との関連が報告されてい

る。肺がんのリスクを低下させたメタアナリシス

は大豆食品との関係である。厚生労働省研究班

による大規模なコホート研究では、食品からの

イソフラボンの摂取量が多いほど日本人女性の

乳がんや脳梗塞と心筋梗塞、男性の一部の前立

腺がんのリスクが低下するという相関関係が見ら

れた。国立がん研究センターによるコホート研

究によると、非喫煙者の男性でのみ、イソフラ

ボンの摂取量が多いと、肺がんの発症リスクが

有意に低いと報告されている。

骨粗しょう症：尿中に検出されるイソフラボンの

多い人ほど骨密度が高いことが指摘されている。

腸内にエクオール産生菌を持たない人の場合、

エストロゲン作用は期待できないと考えられてい

る。エクオールはイソフラボンの一種であるダイ

ゼインから腸内細菌によって産生される。

【ステロイドサポニン】
サポニンは、水溶液を振ると石けんのように

持続性の泡を生ずる化合物群に付けられた名称

である。サポニンは配糖体であり、加水分解す

るとサポゲニン（非糖部）と糖を生じる。溶血

作用、血球凝集作用、抗菌、抗カビ作用があり、

魚などに対して毒作用（魚毒）がある。サポニン

は構造からステロイドサポニンとトリテルペノイド

サポニンとに大別される。薬理研究により、ス

テロイドサポニンは血糖の調節、心脳血管病の

予防と治療、抗がん、学習記憶の改善などの多

種の薬理活性を持つことが示された。

サポニン含量の高い植物は去痰薬、鎮咳薬

として使われてきた。麦門冬から抽出したステロ

イドサポニンであるオフィオポゴニンとメチルオ

フィオポゴナノンA,Bは、気管支炎動物において

強い末梢性鎮咳作用を示すことが確認された。

アスパラガス・ラケモススの根から活性成分ス

テロイドサポニンである、シャタバリン、シャタ

バロシド、フィリアスパロシドCなどが単離された。

参考　熊本大学･星薬科大学の共同研究、医

薬.net J－GLOBAL E-厚生労働省科学研究成

果DB､LeSen、山科植物資料館、GKZ植物事典、

SANUSｑ健康食品の素材情報DB:PMID17240097 

臨床植物科学2021年、Academic Accelerator、

医薬食品局

フィリアスパロシドＣシャタバリン
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本号においてリレー随筆のバトンを受けま
した会営薬局うえはらの白坂と申します。
薬剤師会の職員になってまだ間もない新人
ですがしっかり次にバトンを繋げるよう頑張
りたいと思います。そんなわたくしのお話さ
せていただく内容は地元宮崎についてです。
前宮崎県知事の東国原英夫氏が「どげんか
せんといかん」と声をあげるほどPRできる
ものが無く、時折陸の孤島と揶揄されるほど
何もない県でしたがそんな故郷である宮崎に
も今やPRできるものが数多くあります。そ
の一つが「食」についてです。食についての
ご紹介を分かりやすく進めるために食事に置
き換えて前菜、メイン、デザートの順で特産
品をご紹介します。まずは前菜となる野菜に
ついてですが、全国シェアで宮崎県が最も
多く生産を行っている野菜がきゅうりです。
きゅうりは郷土料理である冷や汁などにも多
く使用されている野菜であり夏バテにも効果
があると言われています。
その他にもピーマン（２位）、さといも（３
位）などがあり、沖縄でよく食べられるゴー
ヤも実は全国２位の生産量を誇る野菜になり
ます。
続いてメインに移ります。ご存じの方も多
いかもしれませんが宮崎牛は度々日本一に輝
いたことがあるブランド牛です。その実績と
しては全国和牛能力共進会の大会において最
高賞となる内閣総理大臣賞を４度受賞してお
り、また全国のブランド牛の日本一を決める
大会で３度優勝を飾っています。比較的さし
の多い肉質であるため食べ過ぎると胃に負担
がかかりますが、上質な肉をたまに食べたい
という時にはおすすめの和牛です。那覇市内
に宮崎牛専門のお店がオープンしたようです
のでご興味があれば是非試してみてはいかが
でしょうか。
牛の次は鳥です。宮崎には地頭鶏（じとっ
こ）というブランドの鶏がいます。炭火で焼
いて食べると非常に軟らかくお酒に合ううま
い鳥です。また地頭鶏ではありませんが鳥が

使われている名物料理としてチキン南蛮もあ
ります。こちらの方が有名なのでご存じの方
も多いと思います。
そして最後はデザートです。宮崎で有名な
フルーツといえば沖縄でも馴染み深いマン
ゴー、そして日向夏というみかんです。マン
ゴーは「太陽のタマゴ」というブランドのも
のがあり、宮崎で栽培されるマンゴーの中で
も特に品質に優れたものだけに付けられる
ブランドです。基準は糖度15度以上、重さ
350ｇ以上であることに加え見た目の良さ
が条件となるそうです。この基準を超えるも
のは全体の15％ほどと言われており、その
ため値段も高額に設定されています。
もう一つのデザートである日向夏は1800
年代に偶然宮崎市の民家で自生しているのが
発見されたことが起源と言われています。黄
色い果肉部分は酸味がありほどよい酸っぱさ
があるため果実の表皮にあたる白い部分を一
緒に食べることで酸味を和らげてくれます。
私の実家では砂糖をまぶして食べることが食
べ方として定着しておりました。日向夏は宮
崎以外の他県でも現在は栽培されており「小
夏」、「土佐小夏」、「ニューサマーオレンジ」
などの名称で売られているとのことです。
さて、ここまで「食」について紹介してき
ましたが、宮崎には食以外にも神話の里高千
穂や日南海岸にある鬼の洗濯岩など観光ス
ポットも幾つかあるため機会があれば訪れて
みてはいかがでしょうか。駆け足でご紹介し
ましたが、正直宮崎県の良さは行ってみない
と分からない部分が多いというのが私の本音
です。もし今回のリレー随筆にて興味を持た
れた方がいればお声かけください。行った
際の楽しみ方を詳しくご紹介いたします。最
後までご拝読いただきありがとうございまし
た。

次号には、株式会社琉薬の竹内 聡 先生がバトンを受けて下さいました。ご期待下さい！

地元宮崎の食について

会営薬局うえはら
白坂　亮
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FAX一斉同報でもご案内しておりますが、ICTを活用した薬剤師業務の資質向上等を目的とし、

日本薬剤師会が作成した「ICT研修プログラム」を、日本薬剤師会研修プラットフォームにて公

開しております。

近年、薬剤師を取り巻くICT環境は急速に進展しており、社会的な要請も踏まえ、適切にシス

テム導入や薬剤師業務への活用を図っていくことが求められています。

今回公開するコンテンツは下記の期間中、いつでも受講できるようになっていますので、多く

の会員の皆様にご活用いただければと思います。なお、受講は無料になっております。

　　　　　「ICT研修プログラム」コンテンツ公開について
学術研修

記

１　「ICT 研修プログラム」コンテンツ内容

　　【総論１】薬剤師を取り巻く今後の ICT 化について

　　【総論２】医療情報システムの安全管理について（前編・後編）

　　【各論１】オンライン服薬指導について（前半・後半）

　　【各論２】オンライン資格確認について

　　【各論３】電子処方箋について（システム的側面）（薬局業務からの取扱い）

　　【各論４】電子版お薬手帳について

　　【各論５】医療 ICT 化に対応していく薬局業務

２　申込受付および受講期間

　　2023 年 12 月 27 日～ 2024 年３月 31 日

　　（お申し込み後、上記期間中、いつでも受講いただけます）

３　受講方法　

　　日本薬剤師会研修プラットフォームにログイン　

　　→「研修を探す」から「沖縄県 _ICT 研修プログラム（日薬作成）」を検索

　　→「研修を申し込む」から必要事項を入力しお申し込みいただくと、「レッスンを受講する」

　　　から受講できるようになります。

　　※受講には、日本薬剤師会研修プラットフォームへの登録が必要です。

　　　未登録の方は下記よりご登録ください。

　　●日本薬剤師会研修プラットフォーム登録

　　　県薬ＨＰ→（下へスクロール）動くポスターの中にある「日本薬剤師会研修プラットフォーム」

４　受講料：会員・非会員ともに無料

→
プラットフォーム登録
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日薬通達
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日薬通達

　日本薬剤師会（令和６年２月２日付け日薬業発第 412 号）より、「令和５年度医薬品販売制度

に関する自己点検結果」について、会員へ周知する旨の以下通知がございました。

　会員におかれましては、より一層の法令遵守の徹底を周知いただくとともに、法令遵守ができ

ていない薬局・店舗販売業におかれましては、直ちに改善できるようお願い申し上げます。

医薬品販売制度に関する自己点検結果について（ご報告とお願い）

　平素より本会会務にご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、令和５年９月 19 日付け日薬業発第 211 号にてご依頼の標記点検の実施につきましては、

会務ご多忙の折ご対応いただき、誠にありがとうございました。

　今般、その結果を取りまとめましたのでお知らせいたします（別添）。

　本点検は、会員の従事する薬局等において、医薬品販売に関する法令上のルールを自ら点検し、

その遵守状況を確認することを目的として取り組んでいただいております。

　本年度の結果では、多くの薬局等において点検の実施ができ、該当する全項目について適切に

実施できる状態となっていることが確認できました。一方、点検を実施できていない薬局等や不

十分な項目について改善ができていない薬局等も一部見受けられる状況です。

　昨今、若年者の一般用医薬品の過量服薬による健康被害に関する報道が相次いでいることから、

適正販売・適正使用に向けた対応が改めて求められていますが（令和５年 12 月 20 日付け日薬業

発第 324 号）、国民の安全・安心な医薬品の使用のためには、医薬品販売制度に則った対応を形

骸化させることなく、専門家としての薬剤師の適切な関与と適切な医薬品提供体制が不可欠です。

　貴会におかれましては、本点検の趣旨をご賢察いただき、本期間に点検を実施できなかった薬

局等を含め、期間に限らず点検を実施いただき、全ての薬局等において法令遵守の徹底に向けて

対応していただきたく存じます。併せて、法令を遵守した適切な医薬品の提供並びに地域住民に

対して医薬品の適正使用を啓発いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

＜参考＞

　○医薬品販売制度対応に関する自己点検の実施結果について

　○令和５年度 医薬品販売制度に関する自己点検
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 Facebook をご覧下さい！

下記アドレスより、お待ちしております。ホームページからも閲覧できます。
https: / /www.facebook.com/okinawaopa

お知らせ
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　沖縄県難病相談支援センター発刊の難病情報誌「アンビシャス」に、本会の吉田典子理事（薬

事情報センター長）の執筆記事が連載されています。

転載記事

Vol.256（2023年9月号）

Vol.257（2023年10月号）
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※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

Vol.258（2023年11号）

Vol.259（2023年12月号）

Vol.260（2024年1月号）
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能登半島地震に際し、お悔やみとお見舞いを申し上げます。

皆様、ご越年はいかがでしたか。

私は年末にいわゆる「在京当番」（緊急事態に備えて、閣僚が東京を離れる場合に副大臣また

は大臣政務官が代理として参集できる範囲に所在すること）でしたので都内で越年し、元日は皇

居・宮殿の「新年祝賀の儀」に初めて出席いたしました。

天皇陛下から国民の幸せと国の発展を祈るお言葉を賜り、私も国民の皆様の命と暮らしを守れ

るように本年もしっかり頑張っていこうと心に刻んでおりましたその日の午後の発災でした。

直ちに日本薬剤師会に災害対策本部が設置され、被災した地域の薬剤師会との情報共有がなさ

れ、各都道府県薬剤師会との間では薬剤師派遣やモバイルファーマシー出動等の支援実行に備え

る協議なども行われております。

災害時の医薬品確保はいつも重要な課題になります。慢性疾患をお持ちの方々にとって必要な

医薬品が不足してはなりませんし、避難所での集団生活では感染防止のための衛生管理も大切で

す。仮に必要な医薬品が確保されていたとしても、それらを必要とする所に届いていなければな

りませんので、改めて災害薬事コーディネーターの重要性を感じます。

新年度からスタートする第８次医療計画では、災害薬事コーディネーターは薬剤師が担うこと

とされ、被災地の医薬品等や薬剤師及び薬事・衛生面に関する情報の把握やマッチング等を行う

ことを求めています。

厚生労働省の令和６年度予算案に「災害薬事コーディネーター配備推進事業」を盛り込んでい

ます。全都道府県に災害薬事コーディネーターを配備するための養成事業を有効に活用し、災害

にも強い医薬品提供体制を整えることができるよう求めてまいります。

オレンジ日記
災害薬事コーディネーター

薬連だより

参議院議員・薬剤師
本田 顕子
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政幸だより
大麻取締法改正案の審議で質問に立ちました

参議院議員・薬剤師
神谷 政幸

薬連だより

令和５年 10 月 20 日に開会された臨時国会で「大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部

を改正する法律」が審議され、12 月５日の参議院厚生労働委員会で質問に立ちました。大麻草

の医療や産業における適正な利用を図るとともに、その濫用による保健衛生上の危害の発生を防

止するため、①大麻草から製造された医薬品の施用等を可能とするための規定の整備、②大麻等

の施用罪の適用等に係る規定の整備、③大麻草の栽培に関する規制の見直しに係る規定の整備等

の措置を講ずることが改正の趣旨です。 　

委員会では、薬物乱用における一次予防、使用罪が規定されていなかった理由、いわゆる大麻

グミによる健康被害拡大防止、今後の大麻規制、エピディオレックスへの期待、医療用大麻の定

義と大麻解禁というイメージの払拭、学校薬剤師への期待と今後の支援拡充についてそれぞれ質

問を行いました。

特に、たとえ違法薬物を勧められても「ダメ。ゼッタイ。」ときっぱりと断り、自分の体を大

切にすること。自分の人生の主人公は自分だという趣旨の下に学校薬剤師として取り組んできた

経験を踏まえ、薬物乱用防止の一次予防効果に対する評価と学校薬剤師活動に対する期待、今後

の支援拡充について質しました。政府参考人から、我が国は諸外国と比較して極めて低い薬物の

生涯経験率を維持することができており、これは学校薬剤師を含め薬物乱用防止指導員等の関係

者が小学校、中学校、高等学校等で行う薬物乱用防止教育の成果である。今後とも、低い生涯経

験率を有する我が国の特徴を維持したい。そして、学校薬剤師に対する最新の薬物情報に基づい

た教育コンテンツに関する研修の実施と、活動に対する支援の充実を行う旨の回答を得ました。

厚生労働委員会（大麻取締法改正案）（令和５年12月５日）
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※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

転載記事

沖縄タイムス
令和５年12月22日（金）

琉球新報
令和５年12月22日（金）
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※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

転載記事 琉球新報　令和６年１月12日（金）
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転載記事 沖縄タイムス　令和６年１月８日（月）
本会から姫野耕一常務理事を派遣しました。

琉球新報　令和６年１月８日（月）

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。



− 83 −

おきなわ薬剤師会報　令和 6 年 1 ･ 2 月号

転載記事

沖縄タイムス
令和６年１月11日（木）

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。
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令和５年12月
 1金	〇 令和５年度都道府県薬剤師会アンチ・ドーピング活動担当者研修会　県薬ホール　吉田理事

 1金	〇 令和５年度第３回医療保険委員会　県薬研修室

 4月	〇 令和５年度第９回業務執行理事会　県薬会議室

 6水	〇 沖縄県医療提供体制協議会「令和５年度第３回在宅医療部会」　沖縄県医師会　盛本直也

（地域医療提供体制対策委員会）

 7木	〇 令和５年度第４回広報委員会　県薬会議室

 9土	〇 令和５年度第10回理事会　県薬研修室

10日	〇令和５年度第３回沖縄県薬剤師研修協議会講演会　講師：山本康次郎氏　県薬ホール

13水	〇 沖縄県医療推進協議会　パシフィックホテル沖縄　前濱会長

14木	〇 令和５年度試験検査センター連絡協議会・技術研修会（15日迄）　ホテルグランテラス富

山（富山県）　小泉試験検査センター長代理、飯塚雄矢委員（試験検査センター委員会）

14木	〇 新規個別指導　那覇第一地方合同庁舎　照屋林一郎（医療保険委員会）

17日	〇青年薬剤師部会主催若手薬剤師交流バーベキュー　美々ビーチ（糸満市）

18月	〇 第２回県内国公立大学薬学部設置推進事業構想審査会 　県薬研修室　前濱会長、中村副会長

19火	〇 令和５年度第９回管理者会議　県薬研修室

19火	〇 令和５年度第３回沖縄県感染症対策連携協議会　沖縄県医師会　阿部専務理事

21木	〇 新規個別指導　那覇第一地方合同庁舎　喜屋武芳美（医療保険委員会）

21木	〇 令和５年度第３回沖縄県保険者協議会　沖縄県市町村自治会館　阿部専務理事

21木	〇 令和５年度第２回沖縄県循環器病対策推進協議会　沖縄県医師会館　阿部専務理事

22金	〇 令和５年度上期監事監査　県薬研修室　江夏・山里両監事、前濱会長、川満副会長、阿部

専務理事、事務局：大城事務局長、玉寄課長、上原主任、宮城

22金	〇 令和５年度第９回学校薬剤師部会役員会　県薬研修室

22金	〇 令和５年度第２回試験検査センター委員会　県薬研修室

23土	〇令和５年度オンライン診療に伴う緊急避妊薬の調剤に関する研修会 　県薬研修室

26火	〇 令和５年度第４回学術研修委員会　県薬研修室

27水	〇 令和５年度第２回県医療提供体制協議会　沖縄県医師会館　前濱会長

令和６年１月
 5金	〇 沖縄県小児保健協会新年会　ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城　前濱会長、知名常務理事

 6土	〇 沖縄県看護協会受賞祝賀会並びに新年会　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城　前濱会長

 6土	〇 令和６年沖縄県医師会新年祝賀会並びに医事功労者表彰　ザ・ナハテラス　前濱会長

 9火	〇 令和５年度第10回業務執行理事会　県薬会議室

10水	〇 日本薬剤師会令和５年度第４回都道府県会長協議会　WEB　前濱会長

13土	〇 令和５年度第11回理事会　県薬研修室

14日	〇沖縄県薬業連合会主催令和５年度薬事功労受賞者合同祝賀会　ダブルツリー byヒルトン

那覇首里城

16火	〇 令和５年度第２回沖縄県後期高齢者医療制度運営懇話会　沖縄県後期高齢者医療広域連

合　佐藤常務理事

16火	〇 令和５年度沖縄県医療審議会　沖縄県医師会　前濱会長

17水	〇 社会保険診療報酬支払基金令和６年１月審査運営協議会 沖縄審査委員会　社会保険診療
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報酬支払基金沖縄支部　宮城常務理事

20土	〇 沖縄県栄養士会令和６年新年会～公益法人設立10周年並びに表彰受賞祝賀会　オリオン

ホテル那覇　古謝副会長

20土	〇 令和５年度学校薬剤師九州ブロック連絡会議　湯元荘東洋館（佐賀県）　前濱会長、知名

学校薬剤師担当理事、新垣紀子学校薬剤師部会長

22月	〇 令和５年度 第７回地域医療提供体制対策委員会　県薬研修室

23火	〇 令和５年度第10回管理者会議　県薬研修室

24水	〇 令和５年度「健康おきなわ21」推進協議会　八汐荘（那覇市）　村田理事

25木	〇令和５年度地域連携薬局・専門医療機関連携薬局・健康サポート薬局に関する研修会　県

薬研修室

26金	〇 令和５年度薬事情報センター実務担当者等研修会　県薬ホール　吉田薬事情報センター

長、白坂亮（薬事情報委員会）

27土	〇 令和５年度九州・沖縄ブロックDMAT実動訓練　県薬ホール　姫野常務理事、知念理事、事

務局：長嶺主任

28日	〇令和５年度第３回女性薬剤師部会研修会　講師：中井博氏　県薬研修室

28日	〇 令和６年沖臨技新年祝賀会・医事功労者表彰式　ノボテル沖縄那覇　古謝副会長

30火	〇 令和５年度沖縄県薬事審議会　八汐荘（那覇市）　前濱会長、中村副会長、村田理事

31水	〇 令和５年度第３回沖縄県国民健康保険運営協議会 　県庁　宮城常務理事

令和６年１月
17水	〇 全国 SNS 実務担当者会議　WEB　知名組織強化担当、事務局：金城、徳元、比嘉

25木	〇 本田あきこ中央後援会「名簿管理システム」説明会　WEB　前濱会長、石川幹事長、阿部

専務理事、事務局：大城事務局長、玉寄課長、長嶺主任、平安山、根間

27土	〇令和５年度沖縄県薬剤師連盟若手薬剤師フォーラム　県薬ホール

31木	〇 第３回都道府県薬剤師連盟会長会　WEB　前濱会長

【連絡先】沖縄県薬剤師会事務局 （玉寄・大城）：098ｰ963ｰ8930

生前のご功績を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

大浜 貴子 先生（享年77歳）　令和 6 年 2 月 1 日ご逝去

訃報

沖縄県薬剤師連盟
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誌上ギャラリー （裏表紙） について

編 集 後 記編 集 後 記

「もう桜が咲いているの～」とは先日来沖

した知人家族。その日東京は雪だったそう

で、沖縄の春の訪れに驚くばかり。かくいう

私も所用で北部を訪れた際に、桜の開花を目

にした。青空に映える桜は感動ものだ。１

月下旬から北部では桜祭りが開催されてい

るが那覇市近郊の開花情報はまださびしい。

昨年は東郷寺の枝垂れ桜と目黒川の桜並木

を訪れた。ほぼ満開の東郷寺は多くの花見

客で賑わい、山門の厳かな佇まいもあいまっ

て心豊かに過ごしたのを覚えている。目黒川

の桜はまだ３分咲くらいだったが水面にむ

かっている桜が印象的だった。（太陽の光が

川面に反射して下の枝が水面に向かって伸

びるのだとか）いつか「富士山と桜」の写真

を撮りたいと思っている。今年もよろしくお

願い致します。　　　　　　　　　（クララ）

新年あけましておめでとうございます。

本年もどうぞよろしくお願いします。さて、

皆様はお正月をどのようにすごされました

か？私はちょっとしたハプニングに見舞わ

れました。なんと、年が明けて早々、食中毒

になってしまったのです。おそらく、年末食

べた焼き鳥が原因だったようです。正月三が

日は強烈な腹痛と発熱で苦しむことになり

ました。幸い、数日で体調は回復に向かいま

したが、新年早々の体験には驚かされまし

た。皆様もどうか健康には十分気をつけて、

素晴らしい一年をお過ごしください。そし

て、本誌を今後ともよろしくお願いします。

（ちゃげ）

令和5年 誌上ギャラリー大賞令和5年 誌上ギャラリー大賞令和5年 誌上ギャラリー大賞

令和5年 誌上ギャラリー優秀賞令和5年 誌上ギャラリー優秀賞令和5年 誌上ギャラリー優秀賞

第319号（令和５年８・９・10月号）掲載　宮本 直樹氏の撮影写真「クルーズ船の灯り」

第317号（令和５年３・４月号）掲載　廣川 直子氏の撮影写真「千鳥ヶ淵の桜」

おめでとうございます！ これからも会員の皆様からの多くの作品をお待ちしております!!



薬 剤師行動規範

昭和43年 8 月26日　薬剤師倫理規定制定

平成 9 年10月24日　薬剤師倫理規定改定

平成30年 1 月17日　薬剤師行動規範制定

　薬剤師は、国民の信託により、憲法及び法令に基づき、医療の担い手として、人権の中で

最も基本的な生命及び生存に関する権利を守る責務を担っている。この責務の根底には生命

への畏敬に基づく倫理が存在し、さらに、医薬品の創製から、供給、適正な使用及びその使

用状況の経過観察に至るまでの業務に関わる、確固たる薬（やく）の倫理が求められる。

　薬剤師が人々の信頼に応え、保健・医療の向上及び福祉の増進を通じて社会に対する責任

を全うするために、薬剤師と国民、医療・介護関係者及び社会との関係を明示し、ここに薬

剤師行動規範を制定する。

１．任務

　薬剤師は、個人の生命、尊厳及び権利を尊重し、医薬品の供給その他薬事衛生業務を適

切につかさどることによって、公衆衛生の向上及び増進に寄与し、もって人々の健康な生

活を確保するものとする。

２．最善努力義務

　薬剤師は、常に自らを律し、良心と他者及び社会への愛情をもって保健・医療の向上及

び福祉の増進に努め、人々の利益のため職能の最善を尽くす。

３．法令等の遵守

　薬剤師は、薬剤師法その他関連法令等を正しく理解するとともに、これらを遵守して職

務を遂行する。

４．品位及び信用の維持と向上

　薬剤師は、常に品位と信用を維持し、更に高めるように努め、その職務遂行にあたって、

これを損なう行為及び信義にもとる行為をしない。

５．守秘義務

　薬剤師は、職務上知り得た患者等の情報を適正に管理し、正当な理由なく漏洩し、又は

利用してはならない。

６．患者の自己決定権の尊重

　薬剤師は、患者の尊厳と自主性に敬意を払うことによって、その知る権利及び自己決定

の権利を尊重して、これを支援する。

－ 87 －

おきなわ薬剤師会報　令和 6 年 1 ･ 2 月号

名護チャレンジRUN（20kmコース）に出場

してきました。以前は名護ハーフマラソン

でしたが昨年からコースもリニューアルし

て生まれ変わった大会です。このマラソン

の特徴は何といっても「坂」。名護ひんぷん

ガジュマルをスタートし、名護岳を越えて大

浦湾まで行き、折り返してくる山越えのコー

ス。スタート直後から上り坂に入り一気に標

高200mまで駆け上がります。ちなみにNAHAマ

ラソンは前半20kmの間に約120m上昇します

が、この大会はたった４kmの間に200mまで上

ります。折り返し地点は大浦湾なので、やっ

と登ったと思ったら一気に駆け下ります。折

り返しコースということは、、、そうです、ま

た上るんです。今乗り越えてきた200mをまた

上るんです。心が折れそうになりながらも隣

を走る？歩く？ランナーさんたちとも励ま

し合いながら足を進め、最後の下りは転げ降

りるような状態で、目標だった２時間をな

んとかクリアして１時間58分15秒でゴール。

難コースでしたが、終わってみればアップ

ダウンやトンネルなどコースに変化も多く、

楽しめた大会でした。お疲れ様でした！

（ハンバーグ）

わが中部地区の「薬タッチャーの会」の

宣伝をします。前回いつ参加したか全く覚

えてないほど、本当に久しぶりに中部地区

薬剤師会主催の研修会「薬タッチャーの会」

に参加した。コロナ禍あけの７月に第43回、

12月には第44回が開催されたが、研修会は

以前とは少し様子が変わっていた。開催場

所は中部地区の中頭病院・県立中部病院・

中部徳州会病院の三病院の持ち回りで、各

病院薬剤部の先生方が積極的に関わってく

ださっていた。日病薬の単位が取れるとい

うことで病薬の先生方の参加が多かったよ

うである。現地とWEBのハイブリッド開催で

WEBでの参加者は現地の参加者の倍以上いた

とのことである。勿論研修の中味も引き締

まった内容で、大変参考になる講義であっ

た。日病薬の単位については、第43回は現

地参加者のみ、第44回はWEB参加者も単位取

得が出来たとのこと。中部地区薬剤師会が

病薬の先生方と連携を取りながら活発に活

動していることは大変喜ばしいことである。

次回第45回は３月７日（木曜日）県立中部

病院で開催されますので、現地参加も歓迎、

WEB参加も歓迎ですので、是非大勢の先生方

にご参加頂けることをお待ちしております。

（ピアナ）

おきなわ薬剤師会報 第321号　令和６年２月15日発行

発行人：沖縄県薬剤師会　会長  前濱朋子
編　集：広報委員会　委員長／宮城敦子　委員／池間記世・運天芳生・宮本直樹

　　　　久米島通信員／山城晶　宮古地区通信員／前里由紀子

　　　　八重山地区通信員／波多江直也　事務局／大城喜仁・徳元あおい　  印 刷：株式会社 東洋企画印刷

1-26-1

6026

◇次号は、令和６年４月発行予定です。



お
き
な
わ
薬
剤
師
会
報

第
三
二
一
号

令
和
六
年
一・
二
月
号

定
価
四
〇
〇
円（
会
員
の
購
読
料
は
含
会
費
）

ISSN 2186-7763

沖縄県薬剤師会

No.321.　2024（令和6年）　1・2月号

令和5年 誌上ギャラリー大賞令和5年 誌上ギャラリー大賞令和5年 誌上ギャラリー大賞

令和5年 誌上ギャラリー優秀賞令和5年 誌上ギャラリー優秀賞令和5年 誌上ギャラリー優秀賞

「クルーズ船の灯り」photo by 宮本 直樹（ゆんたく薬局）
第319号（令和５年８・９・10月号）掲載

「千鳥ヶ淵の桜」photo by 廣川 直子（ハイジア薬局）
第317号（令和５年３・４月号）掲載




